
「物質と記憶をテーマの中心に据えた日本館の展示は，個人の顔を強調する西欧とは明らかに対照的なものとして

受け止められたようである。岡部さんが続けてきたフロッタージュ(こすり取り)は，他者にたいして徹底的に開

かれているところに特徴がある。このことは，やはりいまだに個人主義的色彩の強い西欧美術のなかでは，特異

な表現と映ったのかもしれない。「解説の必要もない」と書いた批評もあったが，頭で理解するのではなく，触覚

で感じてもらいたいという意図が通じたとも言えるだろう」

「個々の記憶をどのように未来へつなげるかという緊急の問題意識がある。日本館が試みた一連のワークショッ

プは，他者と共に探求することのなかから，記憶の未来が生まれるのではないかという問いでもあった。水の都

での未知の人々との多くの出会いが，新たな探求の旅へとつながってゆくことを予感している。」(港千尋「ヴェネチ

ア･ビエンナーレ報告」東京新聞2007.11.24)

2007年，イタリアで開催された第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展日本館 の代表展示作家としてコ

ミッショナー港千尋さんと組みたてた「わたしたちの過去に，未来はあるのか」 というコンセプトは，たしかに，

継続し，引き継がれ，問い続け探求する旅だったと思える。この旅の始まりから三年。私の旅の寄港地は，広島，

東京，根室，沖縄，ヴェネチア，パリ，ローマ，リヨン，台北，札幌とつながり，都市の近代の深部へとむかう

ひとつの軌跡をつくる。アドリア海からいくつもの海峡を抜け，海の道をたどって戻ってきた膨大なモノがいま，

スタジオで静かに次の旅への束の間の時間を過ごしている。広島／ヒロシマから生まれた1500点の作品，４トン

もの被爆石とそれを載せた錆びた鉄製の展示架台，資料と記録のファイルと制作ノート，写真と映像，雑誌や報

道記事が載った新聞の束，いくつもの都市に触れ，擦り減ったちびた鉛筆。それらを手元に置き，感触しながら

「特別な年」の「特別なヴェネチア」を振り返ってみたい。

Ⅰ 都市に触れて

ヒロシマを擦りとる

紙と鉛筆。シンプルでエレメンタリーな記述の方法で，都市に触れてきた。凹凸のあるものに紙をあて，その上

から鉛筆などで擦ると，紙を突き抜けかたちが浮き上がってくる驚きと不思議。そのワクワクした経験を思い起

す人の多くは，眼の記憶というより，指先から伝わるかたちの感触，擦過する響きとともに手が覚えたそのこと

を通して蘇るようである。手は露呈した大脳の先端，センサー。鉛筆がつくる緩やかな曲線のかたまりがかたち

づくるのは，超音波のつくるエコグラフィーの画像にもにて，時間や記憶の層にも触れているのかもしれない。

モノに手のひらをのせ，手で撫ぜる。手で見る，眼が触っているのだろう。手を動かした分だけかたちが表れ，

その自分の行為も同時に写され（移され），像を結ぶ。この手でかたちを写し，記録し，伝達する東洋に伝わる拓

本によく似たフロッタージュは，古い印刷術や版画技術として親しまれてきた手法である。

都市のかたちや人々の生活の営みの痕跡や軌跡，場に積層する時間／歴史をなぞり，そこに刻まれた記憶を想

起する，過去を現在に引き寄せることだった。私のこの手法の美術の始まりは1977年。ヒロシマという主題をもっ

て制作したのは1986年。きっかけは，広島市現代美術館の制作委託だった。1979年のパリの路上での169点の「都

市の皮膚」の制作と作品に関心と評価をもった美術館長からのオファーだった。しかし，「ヒロシマを知らない人

間に，ヒロシマを主題とした作品をつくることができるのか」という煩悶が自身にはつよくあった。たどりついた

のは，ヒロシマにつながる私が体験した空襲の光景だった。

私は，北海道東端の地，根室生まれである。原爆が投下される三週間ほど前，日本列島を北上するように移動

してきた米軍の艦載機からの空爆の二日，日本の東の町にも及んだ戦争だった。町の八割が焦土と化し，生家も

失った。三歳の子に焼きついた火の光景は，私の原風景となった。さらに，これは後で知ったことだが，根室空

襲の被害と背中合わせにあった朝鮮人の強制連行･労働による根室牧之内旧海軍飛行場滑走路の造成がひそかに

進められていた加害の史実の衝撃。この遠い記憶を内面化することなしには，広島へは向かえなかった。それ以

後，「ヒロシマ以後」の時間は，私の生の歩みの時間と重なり，符号し，並走するように在りつづけたということ

が，ヒロシマの主題をもち抱えながら美術をやることにつながっていった。やはり，「時代の子」だったと思う。

日本が近代化を駆けるなかで，開拓という名の 近代>の受皿として担わされた北海道。近代>の帰結としての広

山大観，岡本太郎，棟

方志功，川俣正，舟越桂，草間弥

生，日比野克彦，宮島達夫，石内
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際美術展日本館

二年に一度開催される現代美術の
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中の美術関係者が注目するアート

イベント。ヴェネチア・ビエンナーレ
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島の悲劇と惨状。都市に深く刻まれた傷にふれ，この二つの場(都市)を往還しながら，私が今日，美術しつづけるこ

と，それを問うこと，あるいは問われることの思索の連続であったと思われた。そのように広島に向きあってきた。

都市の／痕跡 記憶

たった一度の港さんとのラウンド･テーブルの出会いが「ヴェネチアの大きなステージ」から展開していった共同

作業は，ヒトがつながる必然と不思議を思わせた。「2002年に岡部さんが日仏会館で個展 を開かれたときに，ラ

ウンド･テーブルに誘われて，パンフレットに短い文章を書いたことがありました。その時の印象がとてもつよく

残っていました。テーマ的には記憶をはじめとして共通するものが多いということもあるんですが，その時に見

たフロッタージュの印象がすごく強かったわけですね。それでいままでのキャリアを含めて，作品の総体をヴェ

ネチアでやったら面白いだろうなあ，と思ったわけです。そもそも自分が面白いと思わなければ，観客が面白い

と思ってくれないだろうし。もうひとつ，美しいと思ったことですね。それが決めた理由でした」(暮沢剛巳／難波

祐子『ビエンナーレの現在』青弓社2008)。

「痕跡／記憶／想起／皮膚／歴史／都市のキーワードからすれば，「都市は巨大な版である」と都市の記憶を，皮

膚(皮層)を捲るようにフロッタージュという手法で擦りとってきた岡部昌生氏と，「われわれの記憶は，符号化さ

れてどこかに貯蔵され，検索されるような性質のものではない。われわれの記憶とは，現在の前後関係や情動に

よって，現在に適合されるように築かれる過去なのである。」(「創造」と「想起」の力と副題された『記憶』)と「記憶は

現在との関係においてつねに生成する」ことに言及して，「記憶を想像力として考えたい。断片化する世界のなか

にとどまりながら，しかも世界を断片という形式で記録しながら想像力を駆使して世界を再構築することは可能

か。」(『予兆としての写真―映像原論』)と提示した港千尋氏とのふたりの共同作業は必然であったかと思われる。」

(小室治夫『PHOTON No.6』2007)

挑戦するコンセプトに挑戦

突然の電話とファクスが挑戦するステージを生みだした。「ひとつの企画があってご相談なのですが，来年2007年

夏にヴェネチアで第52回のビエンナーレが開かれます。毎回国際交流基金が主催していますが次回から数人の

キュレーターを選んでの指名コンペティションになり，小生のところにも参加依頼がきました。アーティスト１

名を選び，５月末までに応募とのことで，私としては初めての経験ですが，チャレンジすることにしました。そ

こで是非岡部さんに参加していただきたいと思い，単刀直入は承知の上，ご連絡するしだいです。」

「とつぜんでさぞ驚かれたことと思いますが，率直なお考えを聞かせていただけると幸いです。ビエンナーレの

詳細は追ってFAXしますが，まずご興味があるかどうかだけ，お聞かせくださいますか。指名コンペでは，作家

とともに展覧会のコンセプトがかなり重視されるようですが，岡部さんと組むことができるならば，説得力のあ

るプロポーザルをする自信はあります。」(2006.4.15港千尋)

「たいへんおどろきました。でも，とても嬉しく思います。参加させていただきます。チャレンジする港さんの

コンセプトなら，わたしもチャレンジしてみます。プロポーザルに必要な資料などご指示ください。早めに取り

揃えて送付いたします。今年は，札幌CAIの個展「AFTER UJINA」。岩手県土澤での「まちかど美術館」。川口

での「かつて川口を舞台とした『キューポラのある街』という映画があった」。山口県周南「廃校を美術館に」という

高校生企画の「恋文(らぶふみ)プロジェクト」。神戸の教会でのインスタレーションと講演。いずれも夏から秋の

動きです。桜前線日本列島北上中というのに，札幌はまだ冬のつづきの季節です。」(2006.4.16岡部昌生)

「早速のお返事，ありがとうございました。実現に向けてベストをつくしたいと思います。交流基金から送付さ

れた資料をとり急ぎお送りします。会場の見取り図と写真を収めたCDです。具体的なプロポーザルは，これから

ご相談しながら練りあげていきたいのですが，基本的には次のように考えています。A)［シンクロニシティ(同時

生起)］で発表された作品を中心とする。B)これにプラスアルファで，ヴェネチア特別プログラムを追加する。B

の部分でより強い説得力をもたせることができれば〝場所性"や〝郵便"というコンセプトも打ち出せるのではない

かと考えています。詳しくはまた追ってご連絡いたします。(2006.4.18港千尋)

向き合ったヒロシマの総体再現する構想

「ヴェネチアの日本館の図面をいただきました。ありがとうございました。イメージしていたニュートラルな

わたしたちの過去に，未来はあるのか

3)

岡部昌生展(日仏会館2000.3.20

－30)

企画：スイリーさゆり

岡部昌生×港千尋 ダイアローグ

「記憶のフロッタージュ」

鉄製のバインダーに綴じられた

「N’OUBLIEZ PAS」，「国際シン

ポジウム〝戦争とメディア"によせる

100の手紙」「宇品のフロッタージュ

(映像)」，アエログラム･プロジェクト

「N’OUBLIEZ PAS」など。

スイリーさゆりさんは，札幌大谷短

期大学美術科卒業。港千尋さんの

言う美術における 縁>を思う。



キューブな空間ではなく，正直うなってしまいました。方形の中心に空気孔があり，四方の壁から平面を卍のか

たちに区切るように突き出してくる袖の壁があり，空間に固有の表情を生んでいるという印象です。これまで，

数多くのアーティストがこの空間に挑んできたことに敬意を称するとともに，これから，どのように挑戦してい

くのか，とても大きな悩みを抱えてしまいました。」(2006.4.28岡部昌生)

「今日までヨーロッパですね。この10日間ほど，土澤，花巻，盛岡，川口，東京と動いてました。ヴェネチア

の日本館の図面を携帯しながら，ここで何ができるのかという宿題を抱えての，いい旅でした。何度もスケッチ

して，以前の展示プラン も読みながら，またプランを起こす繰り返えしでした。円環による構成の不可能を知り，

方形の空間を斜めに直線で構成する。主題はヒロシマの被爆列石。都市のなかにひっそりとあった石に触れなが

ら，そこに保持された時間と刻まれた出来事。それに関わった私の身体の記述。そこから記憶と問いに触れ，そ

れを取りだすことができればという構想です。広島･宇品にかつて存在していた軍港宇品港につながる，軍用鉄道

最終駅の560mのプラットホーム。高速道路建設により100年の時を刻んで2004年，消滅しました。この石に９

年間触りつづけ，4000点のフロッタージュ作品を生みました。この総体と総和を展示とする構想です。壁面のす

べてを埋めつくす。高さ５m，壁面総延長82m。石のフロッタージュ。そのネガフィルム。周辺に生える植物標

本。プラットホーム喪失以後の宇品の土によるドローイング。これにライトボックスという壮大な構成。ほぼ1400

点。黒くあるいは錆びた鉄のグリッドの構成のなかに塡め込み全面ガラスの額装によって覆われます。プラット

ホームの直線性は被爆石によって(当初は被爆石のフロッタージュ反転ネガリスフィルムによるレントゲン写真

のようなライトボックス。直線の先端が崩壊しながら積み上げる構成）。この石による構成は，昨年の広島市現代

美術館での個展「シンクロニシティ(同時生起)」でインスタレーションしました。石の生成の時間。二度火をくぐ

り再焼成された倉橋島産の被爆石。全長ほぼ16m。会場に現場のレアリティが生まれます。いま，考えうる構成

です。

もうひとつの，ヴェネチア特別プログラム。都市から発信されたアエログラム･プロジェクト。ここ10年，パ

リ ，広島，光州(韓国)，根室から発信した航空書簡は1000通を越えました。そこに擦りだされたかたちは，20

世紀の都市に刻まれた悲劇を伝え読みとることのできるかたちです。これに，パリ，マレの銘版に刻まれたことば

を，一語づつ航空書簡に擦りとり発信返送してもらうという，往復書簡のプロジェクト。全てが届くとき，銘版

に刻まれたメッセージを読みとることができる。この秋のパリゆきの機会をとらえて制作する構想があります。

(2006.5.10岡部昌生)

4)

「N’OUBLIEZ PAS」「THE
 

DARK FACE OF THELIGHT」

や被爆石を円環や直線にインスタ

レーションする展示プラン。

①GALLERY BAZAREZ(1996

広島)②三区の区役所(1997パリ)

③エスパスOHARA(1997東京)

④オホーツクのエッジ(1999北見)

⑤光州ビエンナーレ(2000光州)⑥

越後妻有アートトリエンナーレ

(2000新潟)⑦永遠へのまなざし

(2001札幌)⑧日仏会館(2002東

京)⑨札幌の美術(2002札幌)⑩コ

ンチネンタルギャラリー(2005札幌)

根室市図書館(2005根室) 広

島市現代美術館(2005広島)ト

キ･アートスペース(2005東京) 旧

日本銀行広島支店(2005広島)

旧関西学院大学教会(2006神戸)

5)

パリ―ヒロシマをつなぐアエログラ

ムプロジェクト。1996年２月，パリ３

区マレー，ユダヤ人居住地区ロジ

エ街の「ここから拉致された史実を

刻む」石の銘板をフロッタージュ･ア

エログラムとして広島に発信するプ

ロジェクト開始。８月，広島から原爆

の惨状を銅版に焼き付けた「原爆

被災の銘板」を発信。二つの都市

の書簡は組み合わされ「N’OUB-

LIEZ PAS 忘れない」という作品

となり，札幌，広島はじめ各都市を

巡る。

当初，パリ三区役所での展覧会を

構想したが，実現間際中止された。

この年三月，パリの自宅でマルグ

リット･デュラス逝去。再び「HIRO-

SHIMA MON AMOUR」を読み

はじめる。展覧会の冊子のテキスト

は，ニドラ･ポーラ「忘れてはならな

い」，吉増剛造「無言の／強度」。

「N’OUBLIEZ PAS」パリ三区役所のインスタレーション案1997年

「N’OUBLIEZ PAS」第２回光州ビエンナーレ特別展「芸術と

人権」インスタレーションプラン2000年

岡部昌生



日本館の展示構想

ひとつの場から生まれた多様な表情をもつ作品群，それが生まれたマトリックスともいえる被爆石。図面や以前

のプランを取込ながらスケッチを繰り返す。

「スペースの特異性がこれまでのインスタレーションの手法にはむかない空間であることから広島の仕事の総

和を示しながら，広島の地に刻まれた時間と記憶を取り出せればと，構想しました。空間を分断する直線は，宇

品のプラットホームの被爆石。床のイタリアの大理石と呼応させます。擦りとられた像，反転したネガティブな

図，生の再生像としての植物標本，プラットホーム消滅後の宇品の土による手の痕跡，そしてライトボックスの

装置。それら壁面に埋め込んだ1400点がヒトを包み込むような空間を設定します。広島市現代美術館，北海道立

近代美術館の借用も受けながら，「ヒロシマの皮膚」のような痕跡に入り込む，抱かれる，ヒロシマの記憶の再生

装置としての空間を意図します。港さんとの話し合いなくしての進行でしたから，コンセプトとのツキアワセも

あります。ともに構築していくことが重要です。プロポーザルのためにこの展示プランのスケッチをもとに，友

人の建築家 に図面を起こしてもらいます。」(2006.5.15岡部昌生)

Ⅱ わたしたちの過去に，未来はあるのか
ヴェネチア･ビエンナーレ･コンセプト案 ―港千尋

基本コンセプト

わたしたちの過去に，未来はあるのか。

「時」との関係において，わたしたちの時代はひとつの矛盾に直面している。科学技術の発展によって人間は，そ

の過去をより詳しく知り，より正確に複製し，復元し保存することが可能になった。その一方，急激なグローバ

リゼーションや人口急増にともなう社会の高速化と都市化によって，あるいは公害や地域紛争によって，過去は

かってない規模で消滅の危機を迎えている。後期資本主義社会における情報化は，記憶と物質の両面において重

大な変化をもたらしており，現代人は自らの過去をどのように未来の世代へと手渡すベきかという問いを突きつ

けられていると言えよう。

この展覧会は，美術家岡部昌生のライフワークであるフロッタージュ作品を中心に，人間の過去が未来へと受

け継がれる可能性と条件について，美術の側から問おうとする試みである。フロッタージュ作品の対象である宇

品は，かつて広島の軍港であった。その駅は，日清戦争以降太平洋戦争終結まで，おびただしい量の物資と人間

がアジアへ運ばれた場所であると同時に，原爆の被災地でもある。岡部昌生は９年間にわたって，このプラット

ホームの縁石を擦りつづけ，総数4000点におよぶ記録を残した。高速道路の建設によって消えてしまった遺構の

「ART for the SPIRIT永遠へのまなざし」

北海道立近代美術館インスタレーション案2001年

「岡部昌生シンクロ＋シティ」

コンチネンタルギャラリーインスタレーション案2005年

6)

コンセプトとスケッチを図面にしてく

れたのは建築家大橋三千雄氏(北

海道造形デザイン専門学校)と濱

田枝恵さん，室田麻生さん。

コンペのプロポーザルには基本コン

セプトと展示コンセプトとともに展示

計画の図面が有効に作用した。大

橋氏とはこれまで展示設計の共同

作業を幾度も実施している。

日本館の展示計画は広島市在住

の彫刻家石丸勝三氏が担当。グ

リッドと展示架台も含め緻密な設計

と石の配置に卓越した技術で，ヴェ

ネチアのHarmogeと大空間の展

示を実現させた。

7)

ヴェネチア･ビエンナーレ

コンセプト案―港千尋

コンセプト：

過去の未来

社会活動としての考古学

プログラム：

会場の場所性への言及

都市と建築のワークショップ

葉書という通信手段

わたしたちの過去に，未来はあるのか



Is There a Future for Our Past?

The Dark Face of the Light
第52回ヴェネチア･ビエンナー

レ国際美術展日本館インスタ

レーション案スケッチ

岡部昌生



痕跡であるが，美術家は紙と鉛筆というエレメンタルな記述の方法をつかい，過去を擦りとった。

これは，美術する身体が行なう，「歴史の記述」である。その場所がアジアにおける日本の現在地点を考えるう

えで重要であることは言うをまたないが，それ以上に，市民とともに数多くのワークショップ を行い，展覧会だ

けでなく，擦りとられた痕跡をアエログラムという「手紙」の形式によって各地から発信してきた作家の活動は，

世界的にみても重要な意味をもっていると思われる。戦後60年を経てあらたな紛争の危機のなかにある今日の世

界において，ひとつの芸術表現が，「過去の分有」と「未来へ向けた対話」のための，社会的活動になりうる。ヴェ

ネチアという，かつて諸文化が出会い交流してきた歴史の土地で，本展覧会は文明論的な意味を内包しながら，

建設的な対話に貢献できると信じている。

展示コンセプト

展示の中心は壁面を埋め尽くす，およそ1400点の石のフロッタージュである。高さ５m，総延長82mの壁面は，

フロッタージュ，そのネガフィルムをはさんだライトボックス，植物標本を埋め込まれた鉄製のグリッドによっ

て覆われる。会場の中心には，広島倉橋島産の被爆石が直線をなして置かれる。長さ16mの石列は，昨年広島市

現代美術館でインスタレーションされたものであるが，それがヴェネチアの会場に運ばれることによって，テン

ポラリーな「歴史の場所」をつくりだす。

会場には，これに加えて市民との「ヒロシマを擦りとる１万人のワークショップ」に呼応する，アムステルダム

やバルセロナなど各地の都市に住む市民によって，自発的につくられ作家のもとに送られたフロッタージュのア

エログラムを中心に，それ以降もヒロシマ，パリ，光州，根室から発信されつづけられるアエログラムが，痕跡

のアーカイヴとして展示される。

またヴェネチア特別プログラムとして，ヴェネチアの歴史と建築を対象にしたワークショップを行い，その成

果も新作として反映される。

Ⅲ 展覧会をつくる

「今回の選出は作家主体と言うよりも企画主体でなされている。つまり，複数のコミッショナーによるプランを競

わせるというコンペ形式によって，四つの企画案の中からコミッショナー港千尋，作家＝岡部昌生という組が選

ばれたのである。他の組合せは，神谷幸江―小沢剛，椹木野衣―榎忠，清水敏男―李禹煥＋隈研吾といういずれ

も美術の境界／限界に触れようとする企画と顔ぶれだが，内容を比較すると確かに，「記憶」について長年考えて

きたことをまとめた港案の深さに一日の長がある。「記憶」は保護しなければ記憶として機能しない。とりわけ「負

の記憶」は。記憶の保護手段は，発展する一方で，急激な社会の高速化･都市化によってかつてない規模で負の記

憶が失われていく。それをフロッタージュというシンプルな手段で人々の心に刻印しようとする岡部芸術と，記

憶が過去から未来へと受け継がれていくための社会的な方法論を模索する港の思考には深い親和性がある。ベネ

ツィアという諸文化の交流と衝突の歴史を持つ場所でどのような記憶の場が実現されるのか，来年夏の開催への

期待がたかまるところである。」(穂積利明「季評美術」北海道新聞2006.10.18)

ヴェネチアにむかうこの一年

●港千尋→岡部昌生／Tel／2006.4.8●港千尋→岡部昌生／Fax／06.4.15●港千尋→岡部昌生／Fax／06.4.16●港千尋→岡部昌生／Fax／06.4.18●高橋あい→岡部昌

生／Post／06.4.19●港千尋→岡部昌生／Post／06.4.21●岡部昌生→港千尋／Post／06.4.29●土澤，花巻，盛岡，川口，東京／06.4.30－5.8●岡部昌生→澤口紗智子・

真下紗恵子／Post／06.5.7●ストーンスタジオ石丸勝三架台図面→岡部昌生／Fax／06.5.8●岡部昌生→港千尋／Fax／06.5.10●徳山高校坂本和美・山崎優子→岡部昌

生／Fax／06.5.2●展示プランの構想／06.5.9●岡部昌生→コンチネンタルギャラリー樽野真生子／Fax／06.5.10●岡部昌生→らぶふみ企画／Post／06.5.10●大橋三千雄と

展示プランの打ち合せ／06.5.11●大橋三千雄展示プラン→岡部昌生／06.5.22●「北海道の美術・この100点」／北海道立近代美術館／06.4.5－6.16●岡部昌生→萬鐵五郎記

念美術館平澤廣／Post／06.5.13●岡部昌生→港千尋／Fax／06.5.15●岡部昌生→アイワード奥山敏康・小山学／Post／06.5.16●北海道デザイン専門学校大橋三千雄・濱

田枝理→岡部昌生／Fax／06.5.18●岡部昌生→村上美智子／Post／06.5.18●国際交流基金展示会場画像→岡部昌生／Mail●北海道立近代美術館より作品画像提供●展

示構想・展示プラン作成●港千尋コンセプト案→岡部昌生／Post／06.5.22●岡部昌生→佐藤友哉／Fax／06.5.23●岡部昌生→港千尋／Fax釧路／06.5.24●港千尋展示コ

ンセプト→岡部昌生／Fax／06.5.24●岡部昌生→澤口紗智子・真下紗恵子／Post中標津／06.5.25●岡部昌生→佐藤友哉／Fax／06.5.26●岡部昌生→大橋三千雄，濱田枝

理，室田麻生／Fax／06.5.30●港千尋→岡部昌生／Fax／06.6.26●岡部昌生→加藤玖仁子／Post／06.6.27●岡部昌生→港千尋／Fax／06.6.27●岡部昌生→港千尋／

Fax／06.6.27●港千尋→岡部昌生／Fax／06.6.29●岡部昌生→港千尋／Fax／06.7.3●高取秀司→港千尋→岡部昌生／Fax／06.7.3●日本旅行→岡部昌生／Fax／

06.7.6●第52回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展の参加―岡部昌生／06.7.7●岡部昌生→佐藤友哉／Fax／06.7.7●「第52回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展の参

加」→柴田泰，鈴木正實／06.7.7●父逝去／06.7.8●札幌―広島―札幌―広島―周南―神戸―広島―東京―土澤―東京―札幌／06.7.28－8.16●広島芸術学会「ヒロシマの

記憶と痕跡のかたち」／広島平和記念資料館メモリアルホール／06.7.29●「オーイ円山」徳山高校らぶふみ企画ワークショップと一日だけの展覧会／旧大潮小学校／06.8.4－8.7●

加藤玖仁子→岡部昌生／Post／06.8.5●「平和への祈り，そして，希望」／旧関西学院大学教会／06.8.6●「＠つちざわマトリックス2006」／土澤／06.8.10－8.12●国際交流基金

→岡部昌生／Fax／06.8.23●岡部昌生→国際交流基金／Fax／06.8.27●北の美術「夕張の子どもたち」／朝日新聞／06.8.27●国際交流基金→岡部昌生／06.9.5●国際交

8)

1988年初めての海外個展。オース

トラリア，クィーンズランド州，ヌーサ

現代美術館の「NOOSA A NEW
 

DIMENTION」に招請され実施し

たワークショップ。「ハイスティング街

150㍍のフロッタージュ」。

ヌーサは長期滞在型リゾート地で

知られる。

制作スタッフ15人と多くの市民が参

加。建国200年祭に沸く一方で，先

住民族の側から「建国の200年は侵

略の200年だ」という声のある中で

実施。初めてのワークショップが，参

加者のアイデンティティーを問われ

るという経験は，鮮烈な印象を刻ん

だ。

最も古い街区のメインストリート150

㍍を擦り，街路に平行する海岸で

一日だけの展示をした。

これ以降，国内外の都市で市民と

のコラボレーションをワークショップ

として位置づけ，30回以上実施し

ている。市民とともに都市に手をふ

れ，生活する場に視線を注ぐ美術

の行為だ。

わたしたちの過去に，未来はあるのか



流基金→岡部昌生／Fax／06.9.8●国際交流基金→岡部昌生／06.9.19●第52回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展日本館展示記者発表／国際交流基金国際会議場／大

久保良夫／桜井友行／清田とき子／高取秀司／建畠晢／港千尋／岡部昌生／2006.9.20●第52回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展日本館展示計画概要／コミッショナー：港

千尋／参加作家：岡部昌生／主催：国際交流基金／協力：森田克巳，澤口紗智子／06.9.20●市丸洋子→岡部昌生／祝電／06.9.20●「北広島の岡部昌生さん，道内で初 ベネチ

ア・ビエンナーレ出品へ」／北海道新聞／2006.9.21●「来年のベネチア・ビエンナーレ日本館の出品作家に「ヒロシマ」テーマの美術家岡部昌生さん」／中國新聞／2006.9.21●国

際交流基金サイト／第52回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展概要／http://www.jpf.go/venezia-biennale/art/j/52/index.html●阿部典英→岡部昌生／祝Fax／06.9.21

●Bien→トキ・アートスペース，岡部昌生／取材依頼／06.9.22●石内都展／東京都写真美術館／06.9.23●岡部昌生→国際交流基金清田とき子・高取秀司／06.9.26●美術科

パリ研修旅行／ヴェネチア構想・idemでの制作「STUDIO MONTPARNASSE」／06.9.30－10.8●「港千尋さんが日本館を企画」／朝日新聞／06.9.28●「広島の〝皮膚"で日

本館を覆う」／読売新聞／06.10.2●「文化往来／ベネチア・ビエンナーレで「ヒロシマ」問う」／日本経済新聞／06.10.6●国際交流基金 PRESS RELEASE No.190／国際交流

基金／06.10.10●中國新聞→岡部昌生→港千尋／Fax／06.10.19●「ベネツィア・ビエンナーレ出品決定岡部―港に高まる期待」／季評美術／北海道新聞／06.10.18●街かど

美術館アート＠つちざわ／土澤／06.10.7－11.5●札幌―東京／06.10.20－11.11●KAWAGUCHI MATRIX 2006／KAF／川口／06.10.22－11.3●KAWAGUCHI
 

MATRIX2006／アートギャラリーアトリア／川口／06.10.22－11.3●ヴェネチア・ビエンナーレ日本館展示事前調査／港千尋，岡部昌生，高取秀司，高内利枝，武藤春美／展

示構想，ワークショップのプログラム，ヴェネチア「古井戸のプロジェクト」／06.10.25－10.29●川口市立元郷中学校生徒130人との「カワグチ・マトリックス」／川口／06.11.1－11.12

●「場の記憶・歴史こすり取る」岡部昌生展／朝日新聞／06.11.2●シンポジウム「美術で街が活き活き」／＠つちざわ／06.11.4●美術館「廃校に華を咲かせよう」／徳山高校らぶふ

み実行委員会／旧大潮小学校／周南／06.11.3－11.12●北海道文化奨励賞受賞／06.11.2●「かつて川口を舞台とした『キューポラのある街』という映画があった」／トキ・アートス

ペース／東京／06.11.6－11.12●国際交流基金／日本館床のパターン→港千尋，岡部昌生，石丸勝三／Mail／06.11.6●広島市現代美術館岡本芳枝→岡部昌生，竹澤雄三／

Mail／06.11.17●石丸勝三／展示計画図面→岡部昌生／Mail／06.11.27●岡部昌生→港千尋，高取秀司，高橋あい，澤口紗智子／準備の打ち合せ／Fax／06.11.27●岡部

昌生／図面表記→石丸勝三／Fax／06.11.30●2007ヴェネチア・ビエンナーレ日本館プレリポート／BT美術手帖12／06.12.1●岡部昌生→港千尋／札幌ミーティング／06.12.5

●ヴェネチア・ビエンナーレ準備のための札幌ミーティング／港千尋，岡部昌生，高取秀司，高橋あい，鈴木正實，佐藤友哉，久米淳之，澤口紗智子，真下紗恵子，古家昌伸／

札幌大谷短大，北海道立近代美術館／06.12.9－10●「市民がつくった展覧会―岡部昌生と市民サポーター会議」／岡本芳枝LR RETERNS／06.12.10●カタログのための写真

編集／岡部昌生，澤口紗智子，真下紗恵子／06.12.12－26●岡部昌生→広島市現代美術館小松崎拓男／作品借用／06.12.11／06.12.22●広島市現代美術館小橋祥子→岡部

昌生／特別利用許可申請書／06.12.27●広島市現代美術館岡本芳枝→岡部昌生／作品輸送計画／06.12.28●「現代アート広がる ベネチア・ビエンナーレ岡部氏が出品」／北

海道新聞／06.12.22●世界のアートシーンと日本作家／Bien／06.12.25●「作ってます／読売ウィークリー／06.12.31●「現代美術の動向」／週間金曜日／06.12.31●「岡部昌

生さんの作品から―加山隆」／南信州新聞／07.1.11●東京大学出版会羽鳥和芳→岡部昌生／カタログ編集／Mail／07.1.12●岡部昌生→港千尋，高取秀司／ビエンナーレ財

団に提出する資料／Fax／07.1.12－14●「ベネチアに触れる―港千尋」／UP／07.1.15●岡部昌生→東京大学出版会羽鳥和芳／カタログ編集／Fax／07.1.15●国際交流基金

高取秀司→岡部昌生／カタログ提出資料・写真関連／Mail／07.1.24－26●国際交流基金高取秀司→岡部昌生／カタログ英訳関連／Mail／07.1.29●岡部昌生→国際交流基

金高取秀司／作業計画／07.2.1●東京大学出版会矢吹有鼓→岡部昌生／Fax／カタログ編集／07.2.2●おおたにの100点／札幌市民ギャラリー／札幌／07.1.31－2.4●岡部

昌生→港千尋，高取秀司／東京額装準備／Fax／07.2.7●第52回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展への協賛についてのお願い／石丸勝三／07.2●出品作品の額装作業・

撮影・梱包輸送／澤口紗智子・真下紗恵子／札幌大谷大学／07.2.17－3.15●ビエンナーレ出品作品額装，撮影，シルク印刷，ファイル整理など／澤口紗智子・真下紗恵子／

札幌大谷大学／07.2.17－3.31●『街かど美術館アート＠土澤シンポジウム・ワークショップ記録集』／街かど美術館実行委員会／07.2.20●「夕張美術館の軌跡，明日へ」／夕張市

美術館／夕張／07.2.11－3.25●「浮き上がる84の自刻像―上木和正」／北海道新聞／07.2.21●国際交流基金→札幌大谷短期大学／出張派遣依頼／Post／07.2.28●「ベネ

チアビエンナーレ岡部昌生氏道内から初参加―古家昌伸」／北海道新聞／07.3.7●読売新聞社編集局文化部高野清見→岡部昌生／取材依頼／07.3.7●札幌大谷大学奨学金

支給申請／07.3.7●石丸勝三→岡部昌生 港千尋 高取秀司／HARMOGE施工図面／Mail／07.3.8●第52回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展への参加／maitri 66／

07.3.9●岡部昌生→アイワード・大丸藤井セントラル協賛依頼／Post／07.3.10●岡部昌生→港千尋・高取秀司／Fax／07.3.10●国際交流基金→港千尋，岡部昌生／ローマ日

本文化会館記者発表資料／07.3.13●作品額装東京作業／babot／港千尋，岡部昌生，高取秀司，澤口紗智子，真下紗恵子，高橋あい，吉岡裕記，牧口秀樹，江連尚子，

今井里江子／07.3.17－3.23●国際交流基金→港千尋，岡部昌生，石丸勝三／HARMOGEの展示図面／Mail／07.3.20●国際交流基金→札幌大谷短期大学／日本館展示打

合せ出張派遣依頼／Post／07.3.23●読売新聞社文化部高野清見記者から取材／広島宇品プラットホーム遺構／07.3.26●岡部昌生→港千尋・高取秀司／Fax／07.4.1●Gス

クールスペシャルトーク岡部昌生×港千尋／広島市民交流プラザ／広島／07.4.7●「記憶の継承世界に問う―守田靖」／中國新聞／07.4.5●「触れる 広島とヒロシマの境目で

―高野清見」／読売新聞／07.4.7●国際交流基金→札幌大谷短期大学／日本館展示打合せ出張派遣依頼／Post／07.4.10●貨物通関・出航／東京―ジェノヴァ／07.4.13●

「夕張市美術館 存続の途を探って―吉田豪介」／21ACT／07.4.15●岡部昌生→朝日晃／Post／07.4.15●「ヴェネチア攻防史 アジア＝パシフィック各国のビエンナーレ戦

略」／ART iT／07.4.17●「美術のオリンピック ベネチア・ビエンナーレ美術展日本代表」／札幌大谷大学大学案内／07.4.17●日本館展示計画／岡部昌生，石丸勝三，澤口

紗智子，真下紗恵子，今井里江子，高橋あい／作業日程・作業分担・展示図面・作品シール・梱包計画・作業用品・作品管理・ワークショップ関連●澤口紗智子→岡部昌生

←港千尋／タカトリメール／Mail／07.5.8－9●『第52回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展総合カタログ』／07.5.10●Bon Lavoro!ボン・ラヴォロ岡部昌生氏壮行会／はるや／

07.5.13●貨物ジェノヴァ到着・通関●札幌→東京／07.5.17●『MasaoOkabe-Is There a Future for Our Past?／Edited by Chihiro Minato』／国際交流基金／07.5.17●

『岡部昌生 わたしたちの過去に，未来はあるのか／港千尋［編］』／東京大学出版会 7.5.17●東京大学出版会，国際交流基金／07.5.18●成田→パリ／07.5.20●パリidemで

制作／07.5.21●パリ→ヴェネチア／07.5.23●日本館展示打ち合せと作業 作品＋架台＋被爆石＋ファイルボックス＋ライトボックス／港千尋，岡部昌生，高取秀司，武藤春美，石

丸勝三，澤口紗智子，真下紗恵子，今井江里子，高橋あい，吉岡祐記，牧口秀樹，江連尚子，マッシモ・コンサ，アレッジオ・パスコーロ／展示・ワークショップシフト作成／07.5.24

●ヴェネチア・古井戸のプロジェクト開始／07.5.25●広島から竹澤雄三ツアー，内藤瑞保サポーター／07.5.26●壁面展示作業終了／07.5.28●架台，石の設置作業開始・ワー

クショップの準備／07.5.29●「喪失と再生問う 岡部昌生さん」／岩手日報／07.5.25●「ヴェネチア通信 岡部昌生inビエンナーレ第１信 パリ・モンパルナスからの第一歩」／

澤口紗智子・真下紗恵子／北海道新聞／07.5.28●加納士朗サポートに参集／07.5.29●ヴェネチア建築大学とのワークショップのためのセミナー／港千尋 岡部昌生 高取秀司

フランチェスコ・アルヴィーゼ／ヴェネチア建築大学／07.5.30●「ヴェネチア通信 岡部昌生inビエンナーレ第２信 日本館で展示作業スタート」／今井里江子／北海道新聞／

07.5.31●港カテリーナsan，北海道新聞社文化部古家昌伸記者ヴェネチア入り／07.6.1●「Dear Mr.Masao Okabe Bill Violaの私的なメモ」／07.6.3●映像とインタヴュー

(荒木隆久ほか多数)／07.6.3●サン・ジュゼッペ小学校(サン・マルコ)で打ち合せ●IMAI San BIRTHDAY／07.6.4●ヴェネチア建築大学とのワークショップ／アルセナーレ(旧

造船所)／07.6.5●「歴史や記憶の継承問う」／信濃毎日新聞／07.6.5●「ヴェネチア通信岡部昌生inビエンナーレ第３信 作業も終盤，スムーズに」／今井里江子／北海道新

聞／07.6.5●ビエンナーレ財団特別内覧／07.6.6●広島からサポーター／07.6.7●プレス内覧会日本館で「ヴェネチアのヒロシマ」のワークショップ メディア等の取材殺到／

07.6.7－6.10●日本館ヴェルニサージュ／港千尋＋岡部昌生 オープニングあいさつ／ヴェネチア／07.6.8●写真家ユジェン・バフチャルとのコラボレーション＋プレス発表＋ワーク

ショップ＋レセプション／日本館／ヴェネチア／07.6.8●「ヴェネチア通信 岡部昌生inビエンナーレ第４信 盛況 初のワークショップ」／古家昌伸／北海道新聞／07.6.8●「ベ

ネチアでヒロシマ問う」／中國新聞／07.6.8●グッケンハイム美術館一行来館(日本館)／07.6.8●「Scheletri della Corea,le tragiche revine di Hiroshma」／IL GAZ-

ZETTIINO／07.6.9●グッケンハイム財団理事長主催夕食会／07.6.9●「ヴェネチア・ビエンナーレ 岡部さん参加 現地で今日開幕」／北海道新聞／07.6.10●サン・ジュゼッ

ペ小学校生徒とのワークショップ／サンフランチェスコ・デッラ・ヴィーニヤ修道院／ヴェネチア／07.6.11●ヴェネチア・ビエンナーレ財団ガイドツアーのためのワークショップ／日本

館／ヴェネチア／07.6.12●「ヴェネチア通信 岡部昌生inビエンナーレ第５信 内覧会そして開幕 他者とともに希望問い続け」／古家昌伸／北海道新聞／07.6.12●ヴェネチ

ア建築大学とのワークショップ／日本館／ヴェネチア／07.6.12●ヴェネチア・ビエンナーレ財団教育プログラム子どものためのワークショップ／日本館／ヴェネチア／07.6.13●グラ

ンドオープン開会式(ジャルディーニ，イタリア館前)／07.6.10●日本館ワークショップ「ヴェネチアのヒロシマ」／全会期中07.6.10－11.21●日本館サンクス夕食会(リド島)●第52回

ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展日本館／岡部昌生 わたしたちの過去に，未来はあるのか／ジャルディーニ日本館／国際交流基金／ヴェネチア／07.6.10－11.21

40日の海の道の旅を経て，ヴェネチアに運びこまれたモノは，わたしのヒロシマにかかわった総体とも言えるも

のだ。

９年間にわたる広島・宇品から生まれたフロッタージュ作品ほぼ4000点の中から，「AFTER UJINA」の植物標

本，中國新聞，宇品の土のドローイングなどふくめた1555点。フロッタージュのリスネガを装塡したライトボツ

クス30個，フロッタージュ・アエログラムのファイル120冊1500通，被爆石27個４トンの重量，ワークショッ

プの用紙4000枚と鉛筆，錆びた鉄製架台，鉄製ボックスそして工具類。これらのモノがわたしたちのコンセプト

によって組み立てられ，大きな空間をつくりあげることができた。多くのサポーターたちの手の作業によって，

岡部昌生



なにより，多くの人とつながり共有できるものがある美術の時間であったことが嬉しい。当初，「壮大崇高な空間」

の創出を意図したが，出来上がった空間は，「ヒロシマ」の皮膚に抱かれる，歴史の痕跡に入り込む，記憶と向き

合わせるという印象をもつだろうと思った。静かだが，強い。美しい空間の生まれたことの実感である。

Ⅳ 希望，他者とともに問い続け
ヴェルニサージュあいさつ

過去を現在に引き寄せる，問いのかたち―岡部昌生

みなさん こんにちは。

広島から生まれた作品が，40日間の海の道の旅を終え，アドリア海の交易都市ヴェネチアに着きました。ここに

三つのヒロシマを持ってきました。

ひとつは，

1500点ものフロッタージュによって取りだされた(記述された)ヒロシマの皮膚のような場の痕跡です。いまは，

消滅してしまったかつての軍港につながる宇品駅のプラットホームの石を擦りとったものです。ここは，四つの

大きな戦争で夥しい兵士と兵器がアジアへと出ていった場所であり，1945年8月6日，原爆によって被爆した場所

でもあります。いわば，戦争の加害と被害の境界線を象徴するような場所です。９年間この場に立ち，この石に

向かい，4000点を超えるフロッタージュによって過去を擦りとった，その一部です。日本館の壁面を埋めつくす。

この皮膚のような空間に抱かれる，歴史の痕跡に入り込むという印象を受けるだろうと思います。

ふたつめは，

ほぼ４トンの広島宇品のプラットホームの縁石です。この石(倉橋島産の花崗岩)は，地球創世の強い火と光のエ

ネルギーから生まれ，61年前，核の光と火によって再び焼かれた被爆石です。𨻶間に潜む閃光の記憶。石に刻ま

れた膨大な火の記憶。手に伝わる火照り。触れると手に記憶が宿るかのように思われます。空間に設置されたプ

ラットホームの直線性は，テンポラリーな歴史の現場をつくります。

三つめは，

私の広島での作業を支援してくれた多くの人々の気持ちです。紙と鉛筆というエレメンタルな記述の方法で都市

に触れ，記憶を記録することを30年にわたりやってきました。それは，過去を現在に引き寄せる行為でした。こ

のダイレクトでシンプルな手法はまた，多くの人々と共有できるもので，しばしば，市民の方とのワークショッ

プを展開してきました。

私は「ヒロシマの記憶の継承とは」という問を問いながら，ヒロシマの痕跡に触れてきました。なにより，取り

だされた都市の断片が，断片ゆえにイマジネーションをかきたて，手に触れる都市の感触が身体に刻まれる，そ

の触覚の記憶の記述こそめざす私の美術であり，プリント･ワークであり，広島の地で広島の人々となしえた美術

の行為でした。これに参加した一人が言います。「フロッタージュは，現在のわたしたちの生にふれることのでき

る普遍性をもつ行為です。ヒロシマを擦りとるプロジェクトは，アーティストと市民とのコラボレーションであ

り，ヒロシマの記憶に触れ，次代へと継承することのできる美術の行為です」と。

このヴェネチアでもワークショップの計画があります。展示の被爆石を擦りとるというワークショップは，展

覧会のコンセプトをわかりやすく伝え，体験してもらえる機会として，会期中継続して行なう重要なことと位置

づけています。また，市民とのヴェネチアを巡る計画。広場の中心には必ずある井戸を擦りとるプロジェクトも

進行中です。水の都の水を確保する切実な戦いの知恵のかたちに触れると同時に，界隈のコミュニティの問題に

もとどきます。

私の美術は，「他者の力」「他者の手応え」というものに支えられてきました。今回のヴェネチア･ビエンナーレの

インスタレーションもまた，多くの方がたの力をえて，私の「美術の力」といたしました。感謝し，お礼申し上げ

ます。ありがとうございました。

9)

2007年６月８日午後５時半，ジャ

ルディーニ(公園)日本館の前庭で

美術関係者，メディアに向けて行な

われた。レセプションには300人程

が参加。はじめにコミッショナー港千

尋が英語のスピーチで，次にアー

ティスト岡部昌生が英訳つきでとも

に今回のコンセプトにそいながら話

した。このあと，会場に設置してい

る被爆石を擦りとる「ヴェネチアのヒ

ロシマ」のワークショップが，参加者

とサポーターもまじえて行なわれ

た。

10)

岡部昌生

1977年よりフロッタージュによる制

作を路上から始める。

79年，パリ，イヴリ・シュル・セーヌ

に滞在，169点の「都市の皮膚」を

制作。

87－88年，広島市現代美術館の制

作委託「ヒロシマ―８月の路上

1987／88」(７点組)を制作。

96年，パリ三区マレのユダヤ人居

住地ロジエ街で，拉致の史実を刻

む銘版を擦りとった「N’OUBLIEZ
 

PAS 忘れない」を制作。この時

期からパリ，ヒロシマ，ネムロ，光州

からのフロッタージュ・アエログラム

(航空書簡)・プロジェクトを開始す

る。

88年，オーストラリア，ヌーサで市民

との150mのフロッタージュ・コラボ

レーションを実施。以来，国内外の

都市でワークショップや制作，展覧

会を展開している。

2007年，第52回ヴェネチア・ビエン

ナーレ国際美術展日本館代表展

示作家となる。

2009年，台湾，新荘市楽生院ハン

セン病棟群で「MASAO OKABE

楽生1929－2009」を実施した。

わたしたちの過去に，未来はあるのか



記憶―創造と想起のちから―港千尋

こんにちは。

今日こうして，みなさんといっしょに第52回ヴェネチア・ビエンナーレ日本館の展覧会をオープンできることを

心から嬉しく思います。展示の企画から一年以上かかったこの展覧会は，岡部昌生のライフワークであるヒロシ

マの作品を，可能な限りその総体において提示するものであり，その意味でここにはひとりの美術家の歩みが凝

縮されていると思います。ひとりの人間が，ひとつの時代とどのように向き合い，どのように格闘し，どのよう

に他者と分かちあってきたのか。自由にご覧いただきたいと思いますが，まずコミッショナーとして簡単に，こ

こに含まれる時間について述べたいと思います。

フロッタージュには，1894，1945，2004という三つの数字が記されています。1894年は，広島の宇品駅が建設

された年であり，1945年は原子爆弾の投下によって被爆した年です。ちょうど第一回目のヴェネチア・ビエンナー

レが駅の建設の翌年1895年です。これらは歴史的時間であり，特にわたしたちの近代性を再考するために重要な

年号といえるでしょう。

次の2004年は，美術家が遺構として残された宇品の石を擦り取った年を表しています。彼は９年間の年月をか

けて同じ場所の同じ石を繰り返し繰り返し，擦り続けました。紙の表面に浮かび上がる形は一枚一枚少しづつ異

なり，それらのイメージはときに地震計のような震えを，ときに胎児の姿を描くエコグラフィーのような波動を

思わせます。なぜなら，それらの痕跡は石の表面を写しているだけでなく，ひとりの人間の肉体と精神の状態を

反映しているからでしょう。フロッタージュは外の世界と内なる意識とを同時に擦り取る技術なのです。ここに

あるのは個人的時間，ふつう「人生」と呼ばれる時間です。

紙を擦ると見えなかったかたちが現われる。その不思議は，誰もが子どものころに体験したものでしょう。ア

ジアでは書かれた文字を拓本というかたちで伝達し，共有するという，もっとも古い印刷技術として，今日まで

親しまれている方法でもあります。岡部はこの初源的な手法をつかい，都市そのものを版とする活動を行なって

きました。その過程で，多くの人々といっしょに擦り，ディスカッションを重ねるという共同作業を実現しまし

た。美術への参加として生まれたその時間は，社会的時間とよぶべきものでしょう。

「記憶」という言葉は非常に幅の広い意味をもっていますが，少なくとも人間に関する限り，そこには以上のよ

うな，異なる時間の相が含まれていると思います。これら三つの時間は互いに互いを包含しあいながらも，とき

に対立し，矛盾をさらけ出し，時間の裂け目を露わにする。今日，そのような裂け目はいたるところに見ること

ができるでしょう。東アジアも含め，いまこのときにさえ，世界では歴史の認識をめぐる裂け目のみならず，核

兵器の脅威さえもが現実となりつつある。人類が蒙った核の惨禍は忘れられたのでしょうか。記憶の問題をめぐ

る混迷は，深まるばかりと言わざるをえません。「希望」や「平和」という言葉は，どんな言語でも数秒で言うこと

ができるでしょう。しかしそれをかたちのあるものとするには，何年もいや何十年もかかることを忘れるわけに

はいきません。

この展覧会は，ひとつの問いの形であり，けっして答えを出そうとするものではありません。しかしながら，

わたしたちは希望も平和も，問いを続けることを通してのみ，実現が可能であると思います。さらに言えば，他

者とともに問い続けることにこそ，わたしたちの力があると信じなければなりません。この展覧会もまた，その

企画から実現まで非常に多くの人々との協同作業によって実現されました。ひとりひとりのお名前はあげません

が，これまで力を合わせてこられたみなさまに，深い感謝の気持ちをささげます。

この二週間あまり，一点一点の作品をみなでいっしょに展示しながら，わたしはこれらの痕跡のなかから立ち

上がってくる人間の気配を，少しずつ感じてきました。それはすこし不思議な，見知らぬ誰かにそこで待ってい

るという感じでもありました。もしかすると，わたしたちはすべて，過去に生きた誰かに期待されて生まれてき

たのかもしれません。それは死者たちの期待でもあるとともに，彼らの問いでもあるでしょう。

わたしたちの過去に，未来はあるのか。

もしわたしたちが，死者たちの期待を背負って生まれてきたのなら，それに応えることは，いま生きているわ

たしたちの責務でありましょう。人間の想像力はそのために与えられたものであり，そこにおいてこそ，わたし

たちの創造性は最大の強みを発揮するものであると，わたしは深く信じています。ありがとうございました。

11)

港千尋

写真家，批評家，映像人類学者。

1960年生まれ。多摩美術大学情報

デザイン学科教授。2007年にヴエ

ネチア・ビエンナーレ国際美術展

日本館コミッショナーを務め，岡部

昌生の作品を紹介。著作に『群衆

論』(リプロポート1991 ちくま学芸

文庫2002)，『記憶』(講談社1996サ

ントリー学芸賞)，『映像論』(日本放

送出版協会1998)ほか多数。

写真集に『瞬間の山』(インスクリプ

ト2001)，『文 字の母たち』(同

2007)，『レヴィ＝ストロースの庭』

(NTT出版2008)ほか。

編著に『岡部昌生 わたしたちの

過去に，未来はあるのか』(東京大

学出版会2007)ほか。

写真家として日本，アジアおよび欧

米各地で展覧会を開催。
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岡
部
昌
生
；
世
界
を
写
し
取
る
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
ロ
ー
マ
展
を
行
う
日
本
人
芸
術
家
と
の
対
談
記
者
―
M
a
n
u
e
la
 
D
e
 
L
e
o
n
a
rd
is

パ
リ
の
Id
e
m
の
写
真
と
同
じ
黄
色
の
バ
ン
ダ
ナ
を
巻
く
岡
部
昌
生
(
1
9
4
2
年
生
ま
れ
，
北
海
道
根
室
市
出
身
。
北
広
島
市
在
住
。
)
は
，
ロ
ー
マ
日
本
文

化
会
館
の
広
い
ホ
ー
ル
を
歩
い
て
い
る
。
A
ft
e
r
 
U
ji
n
a
の
3
つ
の
3
部
作
は
，
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
日
本
館
で
岡
部
昌
生
が
表
現
す
る
Is

 
T
h
e
re
 
a
 
F
u
tu
re
 
fo
r 
O
u
r 
P
a
s
t?
:
T
h
e
 
D
a
rk
 
F
a
c
e
 
o
f 
th
e
 
L
ig
h
tと
の
理
想
的
な
共
通
点
と
な
る
。
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
同
様
，
港
千

尋
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
行
う
岡
部
の
ロ
ー
マ
初
個
展
「
記
憶
を
汲
み
あ
げ
る
」
(
1
0
月
2
0
日
ま
で
)
。
一
番
大
き
く
か
つ
最
初
に
展
示
さ
れ
た
の
は
，
ゲ
ッ
ト
ー

で
の
長
方
形
の
黒
紙
6
枚
に
石
畳
が
灰
色
の
円
形
が
浮
か
ぶ
作
品
。
紙
の
隅
に
は
漢
字
の
間
に
「
G
in
o
」「
V
ia
 
d
i 
S
a
n
ta
 
M
a
ri
a
 
d
e
l 
P
ia
n
to
」

「
G
ia
c
o
m
o
 
d
e
ll
a
 
P
o
rt
a
」
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
S
a
n
ta
 
M
a
ri
a
 
in
 
T
ra
s
te
v
e
re
教
会
で
の
作
品
も
同
様
に
ロ
ー
マ
展
で
展
示
さ
れ
た
。

更
に
，
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
ア
ト
リ
エ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
井
戸
も
一
緒
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
水
上
の
街
に
も
関
わ
ら
ず
，
水
の
確
保
に
困
っ

て
い
る
こ
と
が
意
外
だ
っ
た
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
広
場
の
中
央
に
は
必
ず
井
戸
が
あ
り
，
そ
こ
で
人
は
会
い
，
語
ら
う
。
現
在
使
用
さ
れ
な
い
そ
の
井
戸
は
鉄
の
蓋
で
閉
め
ら
れ
て
い
る
が
，

井
戸
自
体
は
取
り
去
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
上
に
は
魅
力
的
で
美
し
い
装
飾
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
」

岡
部
は
6
0
年
代
に
芸
術
を
学
び
始
め
版
画
に
惹
か
れ
，
1
9
7
7
年
に
実
験
的
な
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
を
開
始
し
た
。
自
宅
前
の
道
で
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
を
制
作

し
た
の
で
あ
る
。「
自
分
が
毎
日
通
る
思
い
の
強
い
場
所
で
し
た
。
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
は
た
だ
擦
る
だ
け
で
は
な
く
個
人
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
も
巻
き
込
み
ま
す
。

個
人
の
力
が
結
果
を
決
め
る
の
で
す
。
」

●
当
展
示
で
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
展
の
A
ft
e
r 
U
ji
n
a
も
出
て
い
ま
す
が
…

日
本
館
で
は
，
ヒ
ロ
シ
マ
の
記
憶
を
伝
え
て
い
く
た
め
の
4
0
0
0
の
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
の
う
ち
1
5
0
0
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ー
マ
に
A
ft
e
r 
U
ji
n
a

の
3
点
を
持
っ
て
き
た
の
は
，
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
ロ
ー
マ
を
理
想
的
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
た
め
で
す
。
ロ
ー
マ
の
展
示
で
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
除
き
，
植
物
･

泥
の
よ
う
な
自
然
の
も
の
に
広
島
の
地
方
紙
中
国
新
聞
の
紙
面
を
用
い
た
作
品
を
含
め
ま
し
た
。

●
ど
う
し
て
記
憶
に
こ
だ
わ
る
の
で
す
か

広
島
だ
け
で
は
な
く
世
界
中
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
人
間
一
人
一
人
が
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
は
，
私
の
役

割
は
わ
ず
か
な
も
の
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
け
で
は
な
く
，
参
加
者
自
身
が
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
芸
術
的
な
共
同
制
作
を
体
験
で
き
る
の
を
好
ま
し
く
思
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
時
の
感
覚
を
自
分
の
記
憶
の
中
に
残
し
て
欲
し
い
か
ら
。
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
の
は
，
触
る
･
擦
る
･
写
す
･
見
る
と
い
う
作
業
を
伴
う

…
つ
ま
り
人
を
ど
ん
ど
ん
巻
き
込
ん
で
い
く
の
で
す
。

●
ロ
ー
マ
で
の
制
作
は
ゲ
ッ
ト
ー
と
S
a
n
ta
 
M
a
ri
a
 
in
 
T
ra
s
te
v
e
re
教
会
の
2
カ
所
に
集
中
さ
れ
ま
し
た
が
…

1
9
9
1
年
に
初
め
て
ロ
ー
マ
を
訪
れ
た
際
は
コ
ロ
ッ
セ
オ
，
フ
ォ
ロ
，
ア
ッ
ピ
ア
，
オ
ス
テ
ィ
ア
ア
ン
テ
ィ
ー
カ
な
ど
で
制
作
し
，
古
代
の
世
界
を
優
先
し
ま
し
た
。

今
回
は
，
一
味
違
う
ロ
ー
マ
を
巡
り
ま
し
た
。
9
月
1
日
に
到
着
し
て
か
ら
2
0
0
作
品
を
既
に
造
り
ま
し
た
。
2
0
0
作
品
の
中
で
一
番
大
き
い
の
が
ゲ
ッ
ト
ー

の
作
品
で
す
。
昔
噴
水
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
石
が
組
ま
れ
て
い
る
そ
の
場
所
は
，
F
o
n
ta
n
a
 
d
i 
p
ia
z
z
a
 
G
iu
d
ia
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お

り
，
噴
水
は
G
ia
c
o
m
o
 
d
e
ll
a
 
P
o
rt
a
の
作
品
で
す
。
こ
の
噴
水
は
1
9
3
0
年
に
元
の
場
所
か
ら
隣
の
広
場
に
移
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
G
iu
d
ia
広

場
の
石
の
円
形
は
，
一
瞬
に
し
て
こ
こ
に
噴
水
が
あ
っ
た
と
い
う
記
憶
を
町
の
人
達
に
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
こ
の
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
に
は
5
時
間
を
か
け
ま
し

た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
，
私
が
作
品
を
造
り
始
め
る
と
周
り
に
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
大
勢
の
子
供
が
い
た
の
で
す
が
，
私
と
と
も
に
描
き
始
め

ま
し
た
。
ま
た
，
店
主
達
も
店
か
ら
出
て
き
て
，
噴
水
の
歴
史
を
語
っ
た
り
，
古
い
写
真
や
版
画
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
S
a
n
ta
 
M
a
ri
a
 
in
 
T
ra
s
te
v
e
re

教
会
で
は
対
照
的
に
，
教
会
内
部
で
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
お
墓
の
碑
文
や
レ
リ
ー
フ
，
彫
刻
，
装
飾
物
…
。
こ
の
教
会
で
は
，
同
じ
建
物
の
中
に
違
う
過

去
が
共
存
し
て
い
る
と
い
う
点
に
興
味
を
惹
か
れ
ま
し
た
。

(
翻
訳
：
杉
本
絵
理
子
M
a
ri
a
 
C
ri
s
ti
n
a
 
G
a
s
p
e
ri
n
i)

わたしたちの過去に，未来はあるのか

il
 m
a
n
if
e
s
to
 
2
0
0
7
年
9
月
13
日

E
x
lb
a
rt
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o
m
 
2
0
0
7
年
10
月
2
0
日



韓
国
の
骸
骨
，
オ
－
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
，
フ
ラ
ン
ス
の
C
a
ll
e
に
よ
る
裸
の
言
葉
，
そ
し
て
広
島
の
悲
劇
の
廃
墟

E
n
n
io
 
P
o
u
c
h
a
rd

記
憶
力
と
い
う
も
の
は
し
ば
し
ば
，
生
(な
ま
)の
記
憶
よ
り
も
む
し
ろ
，
そ
の
時
感
じ
た
印
象
の
方
が
よ
り
強
く
残
る
も
の
で
あ
る
。
2
0
0
7
年
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
関
し
て
い
え
ば
，
死
す
ら
も
逃
れ
た
い
と
い
う
皮
肉
を
こ
め
た
作
品
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
ず
，
死
を
も
た
ら
す

物
を
テ
ー
マ
に
取
り
あ
げ
た
重
要
作
品
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
と
い
う
印
象
が
残
る
だ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
(み
す
ぼ
ら
し
く
，
不
必
要
)と
イ
ギ
リ
ス
(レ
ベ
ル
低
下
)，
ア
ル
セ
ナ
ー
レ
で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
S
to
rr
に
庇
護
さ
れ
て
い
る
ト
ル
コ
と
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
は
既
に
語
っ
た
。
外
国
に
つ
い
て
更
に
語
る
と
，
ド
イ
ツ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
( I
s
a 
G
e
n
z
k
e
n
)は
多
義
的
な
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
，
物
足
り
な
い
。
散
ら
ば
っ
た
ト
ラ
ン
ク
や
，
首
吊
り
の
人
形
，
天
井
に
吊
ら
れ
た
り
床
で
眠
る
宇
宙
飛
行
士
，
鏡
や
板
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
，
大
サ
イ
ズ
の
人
体
を
解
体
し
展
示
し
て
い
る
カ
ナ
ダ
の
技
術
的
で
職
人
的
な
鳥
か
ご
に
は
，
ひ
ょ
う
き
ん

な
ユ
ー
モ
ア
が
染
み
込
ん
で
い
る
。

韓
国
は
骸
骨
と
墓
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
デ
オ
を
放
映
，
シ
リ
ー
ズ
制
作
の
人
骨
模
型
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
並
ぶ
。
ス
イ
ス
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
手
術
で
切
開
。
ル
ー
マ
ニ
ア
は
宇
宙
人
･死
･貧
困
が
テ
ー
マ
。
ス
ペ
イ
ン
は
，〝
折
ら
れ
た
天
国
"と
作
家
が
名
付
け
る
頭
蓋
骨
と
死
ん
だ
動

物
が
ス
ペ
イ
ン
館
の
一
部
を
な
し
て
い
る
(そ
し
て
そ
れ
は
他
の
作
家
の
映
像
や
写
真
の
展
示
へ
と
繫
が
る
)。
他
の
共
通
点
と
い
え
ば
，
ロ
シ
ア
の
視
覚
的
デ
ジ
タ
ル
と
ビ
デ
オ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
技
術
主
義
。
そ
し
て
，
頂
点
に
触
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
( 3
名

の
作
家
の
内
の
1名
。
他
2
名
は
市
内
の
パ
ビ
リ
オ
ン
内
に
展
示
)。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
社
会
の
退
廃
(デ
カ
ダ
ン
ス
)を
，
重
す
ぎ
て
不
安
定
な
鉄
の
構
造
で
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
る
と
い
う
手
法
で
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。

発
想
的
に
弱
い
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
，
イ
ス
ラ
エ
ル
，
ギ
リ
シ
ャ
や
そ
の
他
の
国
は
と
ば
し
，
こ
こ
に
挙
げ
た
い
の
は
数
少
な
い
真
の
画
家
(オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
H
e
rb
e
rt
 B
ra
n
d
lの
表
現
主
義
的
な
抽
象
や
，
デ
ン
マ
ー
ク
人
T
ro
e
s 
W
o
rs
e
lの
広
く
明
る
い
ス
ペ
ー
ス
)や
良
く

作
り
こ
ま
れ
た
写
真
(ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
人
A
n
to
n
io
 B
ir
c
e
n
o
に
よ
る
，
ア
ン
デ
ス
の
飛
び
地
で
生
き
残
っ
て
い
る
民
族
に
対
す
る
研
究
)。
他
に
も
様
々
な
展
示
の
独
創
性
が
味
わ
え
る
；
エ
ジ
プ
ト
の
若
手
芸
術
家
6
名
に
よ
る
，
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
荘
厳
さ
を
再
現
さ
せ
る
試

み
。
オ
ラ
ン
ダ
の
刑
務
所
環
境
に
関
係
し
て
い
る
動
作
の
映
像
。
ベ
ル
ギ
ー
の
透
明
な
板
の
迷
宮
。
セ
ル
ビ
ア
人
M
rd
ja
n 
B
a
ji
c
の
構
成
と
絵
。

最
後
は
一
番
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
展
示
の
話
で
終
え
た
い
。

言
葉
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
，
冷
静
な
イ
ン
テ
リ
フ
ラ
ン
ス
人
( S
o
p
h
ie
 C
a
ll
e
:
“P
re
n
e
z 
s
o
in
 d
e 
v
o
u
s
”)
。
そ
の
言
葉
は
分
析
さ
れ
，
裸
に
さ
れ
，
比
較
さ
れ
，
(動
い
て
い
る
的
に
)撃
た
れ
，
音
楽
的
に
解
釈
さ
れ
，
発
音
さ
れ
，
演
じ
ら
れ
，
点
字
を
用
い
て
映
画

化
さ
れ
た
。

そ
し
て
本
質
的
に
，
そ
し
て
悲
劇
的
に
完
璧
で
あ
る
の
は
，「
わ
た
し
た
ち
の
過
去
に
，
未
来
は
あ
る
の
か
。
T
h
e 
D
a
rk
 F
a
c
e 
o
f 
th
e 
L
ig
h
t」
と
名
付
け
ら
れ
た
日
本
館
の
岡
部
昌
生
で
あ
る
。
原
爆
で
破
壊
さ
れ
た
広
島
の
駅
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
16
の
石
の
連
な
り
が

展
示
さ
れ
，
そ
の
11
5
2
枚
の
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
が
壁
を
覆
う
。
解
釈
も
，
論
ず
る
必
要
も
，
描
写
す
る
必
要
も
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
作
品
が
全
て
を
語
る
の
で
あ
る
。
作
家
の
手
が
，
素
材
の
求
め
る
ま
ま
に
応
ず
る
の
で
あ
る
。

(翻
訳
：
杉
本
絵
理
子
M
a
ri
a 
C
ri
s
ti
n
a 
G
a
s
p
e
ri
n
i)

E
n
n
io
 P
o
u
c
h
a
rd
氏
は
他
に
も
簡
単
な
記
事
を
書
い
て
お
り
，
是
非
伝
え
て
欲
し
い
と
の
メ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
転
送
さ
れ
た
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。(
翻
訳
：
今
井
里
江
子
)

“D
e
i 
7
7
 
p
a
d
ig
li
o
n
i 
n
a
z
io
n
a
li
 d
is
s
e
m
in
a
ti
 a
i 
G
ia
rd
in
i,
in
 
A
rs
e
n
a
le
 
e
 
in
 
c
it
ta
,
e
s
c
o
n
s
ig
li
a
b
il
is
s
im
o
 
p
e
rd
e
re
 
il
 G
ia
p
p
o
n
e
:
d
a 
u
n
a 
fi
la
 d
i 
16
 b
lo
c
c
h
i 
s
o
u
a
rd
ra
tl
,
p
re
le
v
a
tl
 d
a
ll
e
 r
o
v
ln
e
 d
e
ll
a

 
s
ta
z
lo
n
e
 
fr
ro
v
la
a
rl
a
 
d
i 
H
ir
o
s
h
im
a
,
d
is
tr
u
tt
a
 
d
a
ll
a
 
b
o
m
b
a
 
a
to
m
ic
a
,
l’
a
rt
is
ta
 
M
a
s
a
o
 
O
k
a
b
e 
tr
a
e 
11
5
2 
fr
o
tt
a
g
e 
c
o
n
i 
o
u
a
li
 c
o
p
re
 t
o
ta
lm
e
n
te
 l
e 
p
a
re
ti
.
il
 t
e
s
ti
m
o
n
e 
p
a
s
s
a
 d
a
 u
n
a 
m
a
n
o 
a
ll
’

a
lt
ra
 
e
 
p
a
rl
a
 
u
n
a
 
li
n
g
u
a
 
s
o
la
,
c
h
e
 
e
d
i 
fr
a
te
ll
a
n
z
a
,
d
i 
a
rm
o
n
ia
,
d
i 
fu
tu
ro
”.

ジ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
，
ア
ル
セ
ナ
ー
レ
，
そ
し
て
市
内
に
点
在
す
る
7
7
の
各
国
パ
ビ
リ
オ
ン
の
中
で
，
最
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
日
本
館
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ま
ず
，
16
個
の
方
形
の
石
が
一
列
に
並
ぶ
。
原
爆
で
廃
墟
と
な
っ
た
広
島
の
鉄
道
駅
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
だ
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
･岡
部
昌
生
は
，
こ
の
被
爆
石
の
列
か
ら
11
5
2
の
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
で
覆
い
つ
く
さ
れ
た
壁
面
全
体
へ
と
，
見
る
者
の
目
を
引
き
こ
ん
で
い
く
。
こ
の
ヒ
ロ
シ
マ
の
証
し
は
手
か
ら
手
へ
と
伝
わ
り
，
友
愛
，
調
和
，
そ
し
て
未
来
と
い
う
人
類
共
通
の
言
語
を
語
り
だ
す

の
だ
っ
た
。

岡部昌生

IL
 G
A
Z
Z
E
T
T
IN
O
 
2
0
0
7
年
6
月
9
日



読売新聞 2007年7月22日朝刊

わたしたちの過去に，未来はあるのか

北海道新聞 2007年12月28日夕刊



読
売
新
聞
2
0
0
7
年
12
月
2
9
日
朝
刊

岡部昌生



北海道新聞 2007年8月6日夕刊

わたしたちの過去に，未来はあるのか



北海道新聞 2007年8月7日夕刊

岡部昌生



北海道新聞 2007年8月8日夕刊

わたしたちの過去に，未来はあるのか



東京新聞 2007年11月24日朝刊

岡部昌生



北海道新聞 2008年2月6日夕刊

わたしたちの過去に，未来はあるのか



北
海
道
新
聞
2
0
0
8
年
2
月
7
日
夕
刊

岡部昌生



北海道新聞 2008年2月8日夕刊

わたしたちの過去に，未来はあるのか



北海道新聞 2008年5月20日夕刊

岡部昌生



●著書･テキスト執筆･刊行

「2006年の夏，都市に触れる三つのフロッタージュ･プ

ロジェクト」

『札幌大谷短期大学紀要第37号』

札幌大谷大学短期大学部

2006年3月31日

「岡部昌生シンクロ＋シティ2005プロジェクト」

『札幌大谷短期大学紀要第37号』

札幌大谷大学短期大学部

2006年3月31日

『Masao Okabe― Is There a Future for
 

Our Past?The Dark Face of the Light』

Edited by Chihiro Minato
国際交流基金

2006年5月17日

『岡部昌生 わたしたちの過去に，未来はあるのか

The Dark Face of the Light』

港千尋［編］

東京大学出版会

2006年5月17日

「 土澤を擦りとる＠つちざわマトリックス>を終えて」

『街かど美術館アート＠土澤シンポジウム ワークショッ

プ記録集』

街かど美術館実行委員会

2007年2月20日

「第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展への参加」

『マイトリー第66号』

札幌大谷大学

2007年3月9日

『記憶を汲みあげる― ATTINGENDO
 

MEMORIE』

MASAO OKABE X CHIHIRO MINATO
 

sakiyama works＋masao okabe
 

2007年9月1日

版画集『MASAO OKABE STUDIO
 

MONTPARNASSE』

ITEM EDITIONS.PARIS
 

2007年9月10日

「STUDIO MONTPARNASSE」

『札幌大谷大学紀要第38号』

札幌大谷大学･札幌大谷大学短期大学部

2008年3月31日

「ユウバリに触れて」

『NORTHERN OWLS VOL.17』

北海道美術館学芸員研究協議会

2008年5月1日

『被爆樹に触れて Touching A-bombed Tree in
 

Hiroshima』

sakiyama works＋masao okabe
 

2008年8月11日

「また，十勝の人と都市を擦りとる」

『MASAOが街にやってくる ヤァヤァヤァ』

札幌大谷大学･札幌大谷大学短期大学部同窓会十勝支

部

2008年9月15日

『MASAO OKABE「都市の／皮膚」のインデックス

2007-08』

Paris,Hiroshima,Venezia,S.Lazzaro,

Roma,Lyon,Sapporo,Nemuro
 

sakiyama works＋masao okabe
 

2008年10月4日

「美術が人と街をむすぶ」

2007年美術のオリンピック(ヴェネチア･イタリア)に日

本代表で参加

『ニュースレター』

札幌大谷大学付属幼稚園

2008年12月20日

「手にふれる でまち家>の時間」

『でまち家をフロッタージュしよう』

同志社大学学生支援センター今出川校地学生支援課

2009年3月31日

「わたしたちの過去に，未来はあるのか

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展日本館」

『紀要39』

札幌大谷大学･札幌大谷大学短期大学部

2009年3月31日

●展覧会

北海道美術･この100点

「THE DARK FACE OF THE LIGHT」

北海道立近代美術館(札幌)

2006年4月5日－6月16日

平和への祈り，そして，希望

「THE DARK FACE OFTHE LIGHT」

平和への祈り，そして，希望>実行委員会

旧関西学院大学教会(神戸)

2006年8月6日

街かど美術館アート＠つちざわ 土澤>

「＠つちざわMATRIX」

街かど美術館実行委員会

八丁土蔵 おいよ 猿舘酒店 旧土澤議場(土澤)

2006年10月7日－11月5日

KAWAGUCHI MATRIX 2006
かつて川口を舞台とした『キューポラのある街』という映

画があった

「KAWAGUCHI MATRIX」

KAF kAWAGUCHI ART FACTORY
 

Between ECO&EGO実行委員会

KAF kAWAGUCHI ART FACTORY(川口)

2006年10月22日－11月3日

岡部昌生フロッタージュ･プロジェクト

KAWAGUCHI MATRIX 2006
「KAWAGUCHI MATRIX」

Between ECO&EGO実行委員会

川口市立アートギャラリーアトリア(川口)

2006年10月22日－11月3日

美術館「廃校に華を咲かせよう」

「オーイ円山」「夕張の子どもたち」

国民文化祭やまぐち2006 子ども夢プロジェクト

山口県立徳山高校らぶふみ実行委員会

旧大潮小学校(周南)

2006年11月3日－11月12日

岡部昌生展

かつて川口を舞台とした『キューポラのある街』という映

画があった

「KAWAGUCHI MATRIX」

トキ･アートスペース(東京)

2006年11月6日－11月12日

札幌大谷学園開校百周年美術展「おおたにの100点」

「風に触れる」

札幌大谷学園開校百周年美術展実行委員会

札幌市民ギャラリー(札幌)

2007年1月31日－2月4日

Finish and Begin「夕張市美術館の軌跡，明日へ」

「夕張の子どもたち」

夕張市美術館 北海道新聞社

夕張市美術館(夕張)

2007年2月11日－3月25日

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展

Is There a Future for Our Past?
「THE DARK FACE OF THE LIGHT」，映像，

アエログラム「N’OUBLIEZ PAS」，被爆石など

1,500点，ワークショップ「HIROSHIMA in
 

VENEZIA」，ヴェネチア市内でのワークショップ

実施：国際交流基金

ヴェネチア･ジャルディーニ日本館(ヴェネチア)

2007年6月10日－11月21日

INSIGHT VISIONⅡ

「サンラザロー島 アルメニアの碑」ほか

多摩美術大学情報デザイン学科

多摩美術大学八王子キャンパス

情報デザイン棟(八王子)

2007年7月5日－7月7日

岡部昌生×港千尋

ATTINGENDO MEMORIE 記憶を汲みあげる

「ANTICA“FONTANA in PIAZZA GIVDA”」ほ

か

ローマ日本文化会館(ローマ)

2006年9月8日－10月20日

MASAO OKABE“STUDIO
 

MONTPARNASSE”
「STUDIO MONTPARNASSE」

item editions(パリ)

2006年9月10日－10月6日

岡部昌生×港千尋

ATTINGENDO MEMORIE 記憶を汲みあげる

「ヴェネチア井戸のプロジェクト」ほか

Gallery Q(東京)

2006年9月24日－10月7日

岡部昌生×港千尋

ATTINGENDO MEMORIE 記憶を汲みあげる

「ヴェネチア井戸のプロジェクト」ほか

トキ･アートスペース(東京)

2006年9月30日

広島から見てきました「第52回ヴェネチア･ビエンナーレ

国際美術展」

「AFTER UJINA」

gallery G(広島)

2007年9月25日－10月7日

ヒルサイド･ギヤラリー～新たな出発に向けて

「STUDIO MONTPARNASSE」

ヒルサイドギャラリー(東京)

2007年11月6日－11月18日

echo― 生成する空間の詩学

港千尋 岡部昌生 スイリーさゆり 中山眞琴

「STIDIO MONTPARNASSE」ほか

ナカヤマ･アーキテクツ

中山邸(札幌)

2008年3月20日－3月23日

サッポロ･アート

「STUDIO MONTPARNASSE」

CAI02(札幌)

2008年5月24日－6月21日

岡部昌生×港千尋

わたしたちの過去に，未来はあるのか

Is There a Future for Our Past?
「AFTER UJINA」

JRタワーArtBOX
 

JR札幌駅総合開発株式会社

JR札幌駅東コンコースJRタワーArtBOX(札幌)

2008年4月26日－7月30日

ヒロシマ･モナムール

HIROSHIMA MON AMOUR
「THE DARK FACE OF THE LIGHT」

広島市現代美術館(広島)

2008年5月24日－8月31日

岡部昌生 被爆樹に触れて

「Touching A-bombed Tree」

トキ･アートスペース(東京)

2008年8月11日－8月24日

岡部昌生展

「ヴェネチアの古井戸＋被爆樹に触れて」

札幌大谷大学･札幌大谷大学短期大学部同窓会十勝支

部

古柏堂ギャラリー(帯広)

2008年9月15日－9月27日

福島現代美術ビエンナーレ2008
「夕張の子どもたち」

福島現代美術ビエンナーレ展実行委員会

福島県文化センター(福島)

2008年10月1日－10月26日

岡部昌生展

「都市の/皮膚のインデックス2007-08」

CAI02(札幌)

2008年10月4日－11月1日

FIX MIX MAX!2
現代アートのフロントライン［最前線］

岡部昌生「都市からの手紙1977-2008」

FIX MIX MAX!2実行委員会

札幌宮の森美術館(札幌)

2008年11月8日－12月20日

フロンティア～道東美術の現在

「オビヒロ･マトリックスの10ピース」

北海道立帯広美術館(帯広)

2008年11月21日－2009年1月21日

HIROSHIMA 1958
「エマニュエル･リヴァの広島」

NIROSHIMA MON AMOUR 1958
 

EMMANUELLE RIVA HIROSHIMA
 

HIROSHIMA 1958エマニュエル･リヴァの広島サ

ポーター会議

ギャラリーG(広島)

2008年11月25日－2009年12月7日

きらぼし北斗展

「ebionim」「被爆樹に触れて」

札幌北斗学園

ギャラリー大通美術館(札幌)

2009年1月20日－1月25日

COLLECTION GALLERY
「根室落石岬･旧落石無線局床1990」

北海道立釧路芸術館(釧路)

2009年1月27日－3月29日

光と光が出会うところ

「STROKE ON THE FLOOR AT SAGACHO.

AUGUST 1986」

府中市美術館(府中)

2009年2月14日－3月15日

記憶を汲みあげる

岡部昌生の世界 BOOKMARK NAGOYA 2009
書籍，資料，写真，映像など

ちくさ正文館書店本店(名古屋)

2009年3月6日－3月29日

岡部昌生拓繪 生計畫

「 生1929－2009」

IDEA TAIWAN
生院旧王字型医療行政大楼病棟(新荘･台湾)

2009年3月22日－4月5日

記憶を汲みあげる

岡部昌生の世界 BOOKMARK NAGOYA 2009
書籍，資料，写真，映像，「 生1929-2009」資料な

ど

精文館書店(豊橋)

2009年4月23日－5月1日

SAPPORO ART PLANETS展

JR TOWERプラニスホールリニュアル記念

札幌総合開発

JRプラニスホール(札幌)

2009年5月9日－5月28日

雪国の華― N40
 

Kenta＞M50Bld18(上海)

2009年6月20日－7月19日

●ワークショップ

山口県立徳山高校らぶふみ企画

「オーイ円山」

旧大潮中学校のフロッタージュと一日だけの展覧会(大

潮)

2006年8月4日－8月7日

街かど美術館アート＠つちざわ(土澤)

「＠つちざわマトリックス2006」

2006年8月10日－8月12日

アーティスト･イン･スクール(川口)

川口市立元郷中学校生徒130人との「カワグチマ･トリッ

クス」

2006年11月1日－11月12日

ヴェネチア建築大学とのワークショップと講演(ヴェネチ

ア)

港千尋 岡部昌生 高取秀司 フランチェスコ･アル

ヴィーゼ

講演：ヴェネチア建築大学講義室2007年5月30日

ワークショップ：アルセナーレ地区(旧造船所)

2007年6月5日

ユージェン･バフチャルとの「擦り＋撮る」コラボレーショ

ン

ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展日本館(ヴェネチ

ア)

2007年6月8日

サン･ジュゼッペ小学校生徒とのワークショップ(ヴェネチ

ア)

打合せ：サン･ジュゼッペ小学校ランベルティ修道女

2007年6月4日

ワークショップ：サンフランチェスコ･デッラ･ヴィーニヤ修

道院

2007年6月11日

ヴェネチア･ビエンナーレ財団ガイドツアーのためのワー

クショップ

ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展日本館(ヴェネチ

ア)

2007年6月12日

わたしたちの過去に，未来はあるのか

★柱のケイは最低292H(断ち落とし含)で文字の多いときはナリユキでのばす★

次頁にもノンブル枠あり★

★本文と版面が違います★

活動の記録2006-2009「都市から都市へ」

★Q上げしているところが行頭あるいは行末に
場合はダミ合してあるので注意★

➡
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
欧
文
・
和
文
ラ
グ
組
み

欧
文
1.5
級
上
げ

欧
文
の
ダ
ミ
と
合
成
は
段
の
最
初
と
最
後
し
か
し
て
な
い
の
で
行
ズ
レ
時
注
意
‼



ヴェネチア建築大学とのワークショップ(ヴェネチア)

サンフランチェスコ･デッラ･ヴィーニヤ修道院

2007年6月11日

ヴェネチア･ビエンナーレ財団教育プログラム

子供むけワークショップ

ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展日本館(ヴェネチ

ア)

2007年6月13日

古柏堂(旧帯広尋常小学校)を擦りとる

札幌大谷大学･札幌大谷大学短期大学部同窓会十勝支

部設立記念

北のレンガ古柏堂(帯広)

2008年9月21日

でまち家を擦りとる(京都)

同志社大学学生支援センタープログラム

2008年11月22日

岡部昌生拓繪楽生計畫

MASAO OKABE FROTTAGE PROJECT
 

1929-2009
 

IDEA TAIWAN
楽生院(新荘･台湾)

2009年3月19日－3月28日

台湾商務院書店のワークショップ

店名「印書館」の大文字を擦りとる

台湾商務院書店(台北)

2009年3月18日

日星鋳字行の活字文字をフロッタージュする

日星鋳字行(台北)

2009年3月28日

●フロッタージュ･プロジェクト

KAWAGUCHI MATRIX(川口 2006)

かつて『キューポラのある街』という映画があった(川口

2006)

旧大潮小学校マトリックス「オーイ円山」(周南 2006)

＠つちざわマトリックス(土澤 2006)

STUDIO MONTPARNASSE(パリ 2006-)

ヴェネチアの古井戸(ヴェネチア 2006-07)

ヴェネチアのヒロシマ(ヴェネチア 2007)

リヨンの旧市街クール(リヨン 2007)

サン･ピエトリーニ/ローマのプロジェクト(ローマ

2007)

島から島へ(根室－沖縄 2004-)

なぜここに，滑走路が(根室 2004-)

被爆樹に触れて(広島 2007-)

古柏堂(旧帯広尋常小学校)を擦りとる(帯広 2008)

HIROSHIMA MON AMOUR 1958
 

EMMANUEL LIVA(広島 2008)

京町家「でまち家」を擦りとる(京都 2008)

岡部昌生拓繪楽生計畫

「 生1929-2009」(台北 2009-)

鹿港／苗栗／台湾(2009-)

●講演会／アートトーク

広島芸術学会シンポジウム「ヒロシマの痕跡とかたち」

広島芸術学会

広島平和記念資料館(広島)

2006年7月29日

山口県立徳山高校らぶふみ企画「オーイ円山」

らぶふみ実行委員会

徳山高校 旧大潮小学校(周南)

2006年8月4日－8月7日

平和への祈り，そして，希望へ

被爆石に埋め込まれた記憶を聴く

「平和への祈り，そして，希望へ」実行委員会

旧関西学院大学教会(神戸)

2006年8月6日

＠つちざわマトリックス2006ワークショップ

街かど美術館アート＠つちざわ 土澤>実行委員会

土澤地区内(岩手県花巻市東和町土澤)

萬鐡五郎記念美術館(土澤)

2006年8月10日－8月12日

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展日本館の展

示について

わたしたちの過去に，未来はあるのか

独立行政法人国際交流基金

国際交流基金国際会議場(東京)

2006年9月20日

カワグチ･マトリックス

アーティスト･イン･スクール

川口市教育委員会

川口市立元郷中学校

Between ECO&EGO実行委員会

川口市立元郷中学校

本一通りなど元郷地域

川口市立アートギャラリーアトリア(川口)

2006年11月1/2/6/7/8日(ワークショップ)

2006年10月22日－11月19日(展覧会)

シンポジウム「美術で街が活き活き」

街かどど美術館アート＠つちざわ 土澤>実行委員会

大徹屋(土澤)

2006年11月4日

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展

「わたしたちの過去に，未来はあるのか」

岡部昌生×港千尋

gallery G運営企画実行委員会

広島市民交流プラザ(広島)

2007年4月7日

ヴェネチア建築大学とのワークショップのためのセミ

ナー

港千尋 岡部昌生 高取秀司 フランチェスコ･アル

ヴィーゼ

ヴエネチア建築大学大学院都市デザイン記号学研究室

ヴエネチア建築大学(ヴェネチア)

2007年5月30日

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展日本館

「わたしたちの過去に，未来はあるのか」

日本館ヴェルニサージュ･オープニングあいさつ

岡部昌生 港千尋

国際交流基金

ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展日本館(ヴェネチ

ア)

2007年6月3日

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展日本館－報

告

「わたしたちの過去に，未来はあるのか」

岡部昌生×港千尋

多摩美術大学情報デザイン学科情報アート

多摩美術大学八王子校舎レクチャーAホール(八王子)

2007年6月22日

世界の芸術祭でヒロシマを

「お好みワイドひろしま」

NHK広島(広島)

2007年7月4日

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ― 国際美術展日本館

― 報告

「わたしたちの過去に，未来はあるのか」

岡部昌生×港千尋

東京藝術大学先端芸術表現科

東京藝術大学美術学部第一講義室(東京)

2007年7月11日

視点･論点「ヒロシマを擦る」

NHK教育テレビ「視点･論点」

2007年8月6日

MEMORIA;CREAZIONE E RICHIAMO
岡部昌生×港千尋×シモネッタ･ルックス

ローマ大学現代美術ラボラトリー美術館

ローマ大学現代美術ラボラトリー美術館(ローマ)

2007年9月6日

ATTINGENDO MEMORIE 記憶を汲みあげる

岡部昌生×港千尋×マリ･アンジェラ

ローマ日本文化会館

ローマ日本文化会館(ローマ)

2007年9月8日

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展報告会

国際交流基金

国際交流基金国際会議場(東京)

2007年9月25日

記憶を汲みあげる ATTINGENDO MEMORIE
岡部昌生×港千尋

トキ･アートスペース

トキ･アートスペース(東京)

2007年9月30日

北海道芸術学会アートトーク

記憶― 想像と想起

第52回ヴェネチアビエンナーレ国際美術展に参加して

岡部昌生×港千尋×佐藤友哉×古家昌伸

北海道芸術学会

北海道大学遠友学舎(札幌)

2007年10月5日

ソクラテスのカフエで大学カフエ

くすみ書房

ソクラテスのカフエ(札幌)

2007年11月10日

記憶― 想像と想起

岡部昌生×港千尋

武蔵大学人文学部

武蔵大学(東京)

2007年12月20日

わたしたちの過去に，未来はあるのか

岡部昌生×港千尋

北海道立近代美術館 札幌大谷大学

北海道立近代美術館(札幌)

2008年3月22日

PERSONAL STRUCTURE 存在

岡部昌生 ジョセフ･コスース 川俣正 遠藤利克 ほ

か

キュレーター：カライン･ドゥヨング サラ･プッシェル

世田谷美術館(東京)

2008年4月2日－3日

CAI02アートトーク

岡部昌生×鯉江良二

CAI02(札幌)

2008年7月24日

ヒロシマを未来へとつなぐ

岡部昌生×宮岡秀行

ランド･アンド･ライフ

＠ From Earth Cafe OHANA(東京)

2008年8月13日

都市に触れて

岡部昌生のフロッタージュ･プロジェクト

札幌市立高等専門学校(札幌)

2008年9月13日

都市に触れて

MASAO OKABEのフロッタージュ･プロジェクト

札幌大谷大学･札幌大谷大学短期大学部同窓会十勝支

部

古柏堂ギャラリー(帯広)

2008年9月21日

FM NORTH WAVE『VENUS DRIVE』

TIME 4 ACTION
札幌が誇る世界的現代芸術家岡部昌生さん

FM NORTH WAVE
札幌85.2MHZ

 
2008年10月20日

都市／皮膚のインデックス

岡部昌生×佐藤友哉

CAI02(札幌)

2008年10月8日

夕張･炭鉱をめぐるトーク

岡部昌生×菊地拓児×佐藤友哉

CAI02(札幌)

2008年10月11日

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ― 国際美術展日本館

「わたしたちの過去に，未来はあるのか」をめぐるトーク

岡部昌生×港千尋×佐藤友哉

CAI02(札幌)

2008年10月11日

創る― creation 辻直之を中心に

辻直之×岡部昌生×宮岡秀行

同志社大学今出川校地学生支援課

同志社大学寒梅館(京都)

2008年10月20日

でまち家を擦りとる

同志社大学今出川校地学生支援課

京町家「でまち家」(京都)

2008年10月22日

アーティスト･トーク

岡部昌生×祭太郎×高橋喜代史×今井里江子

FIX MIX MAX!2
札幌宮の森美術館(札幌)

2008年11月28日

岡部昌生＋港千尋

IDEA TAIWAN
生院蓬 舎(新荘･台湾)

2009年3月17日

物質と記憶

岡部昌生＋港千尋

国立台湾大学都市環境空間研究所

国立台湾大学(台北)

2009年3月19日

●展覧会･プロジェクトの取材／新聞･雑誌など

北の美術 岡部昌生「根室落石岬･旧落石無線局床」

朝日新聞北海道総合

2006年5月23日

北の美術 岡部昌生「夕張の子どもたち」

朝日新聞北海道総合

2006年8月27日

広島の“皮膚”で日本館覆う

読売新聞

2006年10月2日

ベネチア･ビエンナーレ出品

北海道新聞

2006年9月21日

「ヒロシマ」テーマの美術家岡部昌生さん日本館の出品

作家に

中國新聞

2006年9月21日

港千尋さんが日本館を企画 ベネチア･ビエンナーレ

朝日新聞

2006年9月28日

ベネチアビエンナーレで「ヒロシマ」問う

日本経済新聞

2006年10月6日

ベネチアビエンナーレ出品決定

岡部― 港に高まる期待― 穂積利明

北海道新聞

2006年10月18日

場の記憶･歴史のこすり取る

岡部昌生展(田中三蔵)

朝日新聞

2006年11月2日

岡部昌生教授北海道文化奨励賞受賞

『マイトリーNo.65』

札幌大谷大学

2006年11月30日

2007年ヴエネチア･ビエンナーレ日本館プレリポート

『BT12美術手帖No.889』

美術出版社

2006年12月1日

市民がつくった展覧会― 岡部昌生と広島市民サポー

ター会議(岡本芳枝)

『LR Reterns 09』

書肆･博物誌

2006年12月10日

27年目を迎えたアルスエレクトロニカから学ぶこと(山

口裕美)

『LR Reterns 09』

書肆･博物誌

2006年12月10日

美術 現代アート広がる

ベェネチア･ビエンナーレ 岡部氏が出品へ(古家昌伸)

北海道新聞

2006年12月22日

世界のアートシーンと日本作家

インタビュー 岡部昌生(新井博之)

世界のさまざまな出来事に ひたすら思い馳せ 眠れる

記憶を呼び起こす

『Bien』

芸術出版社

2006年12月25日

作ってます

2B鉛筆で紙に写し出す都市に刻まれた人々の営み

『読売ウィークリー3056号』

読売新聞東京本社

2006年12月31日

岡部昌生



現代美術の動向／ツルツル美学から異物の美学―

(樋口ヒロユキ)

日本はどうなる2007
『週間金曜日』

2006年12月31日

岡部昌生さんの作品から(加山隆)

南信州新聞

2006年1月11日

ベネチアに触れる― 港千尋

『UP』

東京大学出版会

2007年1月15日

浮き上がる84の自刻像 夕張の明日へ(上木和正)

北海道新聞

2007年2月21日

ベネチアビエンナーレ岡部昌生氏道内から初参加(古家

昌伸)

北海道新聞

2007年3月7日

アートのオリンピック ベネチア･ビエンナーレを体験し

てみませんか

Gスクール スペシャルトーク

岡部昌生×港千尋

『季刊G』

allery G 運営企画委員会

2007年4月1日

記憶の継承世界に問う(守田靖)

被爆都市の「皮膚」フロッタージュ

中國新聞

2007年4月5日

触れる 広島とヒロシマの境目で(高野清見)

読売新聞

2007年4月7日

夕張市美術館 存続の途を探って(吉田豪介)

『21ACT 110号』

札幌時計台ギャラリー

2007年4月15日

特集／ヴェネチア攻防史：アジア＝パシフィック各国のビ

エンナーレ戦略

『アートイット』

㈱アートイット

2007年4月17日

美術のオリンピック― ヘネチア･ビエンナーレ美術展

日本代表

『札幌大谷大学大学案内』

札幌大谷大学

2007年4月17日

GIAPPONE
 

Is There a Future for Our Past?

The Dark Face of the Light
第52回ヴェネチァ･ビエンナーレ国際美術展総合カタロ

グ

第52回ヴェネチァ･ビエンナーレ国際美術展財団

2007年5月10日

喪失と再生問う 岡部昌生さん

都市の歴史はぎ取る

岩手日報(＊共同通信社配信)

2007年5月25日

「ヴェネチア通信 岡部昌生inビエンナーレ」第1信

こすり取る工房の「記憶」

パリ･モンパルナスからの第一歩(澤口紗智子 真下紗

恵子)

北海道新聞

2007年5月28日

記憶の喪失，再生問う

美の扉が開くとき 岡部昌生さん

秋田さきがけ(＊)

2007年5月29日

「ヴェネチア通信 岡部昌生inビエンナーレ」第2信

最大の敵は蒸し暑さ

日本館で展示作業スタート(今井里江子)

北海道新聞

2007年5月31日

それぞれの「ヒロシマ」世界に問う

熊本日々新聞(＊)

2007年6月1日

第52回ヴェネチァ･ビエンナーレ国際美術展

ヴェルニサージュ オープニンク挨拶

コミッショナー：港千尋

記憶― 想像と想起

アーティスト：岡部昌生

過去を現在に引き寄せる，間のかたち

2007年6月3日

真摯に問う 近現代の記憶

ベネチアに“ふたつの広島”

四国新聞(＊)

2007年6月3日

近現代の記憶問う

美術家の岡部昌生さん

福島民報(＊)

2007年6月3日

Dear Mr.Masao Okabe
 

Bill Violaの私的なメモ

Bill Viola
 

2007年6月3日

「ヴェネチア通信 岡部昌生inビエンナーレ」第3信

息づき始めたひとつの空間

作業も終盤，スムーズに(今井里江子)

北海道新聞

2007年6月5日

歴史や記憶の継承問う

信濃毎日新聞

2007年6月5日

ビエンナーレ参加岡部さん

現地でワークショップ

北海道新聞

2007年6月6日

美術家 岡部昌生さん

近現代の記憶，真摯に問う

ベネチアに“ふたつのヒロシマ”

日本海新聞(＊)

2007年6月8日

ベネチアでヒロシマ問う

中國新聞

2007年6月8日

近現代の記憶 継承期す

二つのヒロシマ表現

ベネチアに「フロッタージュ」出展

河北新報(＊)

2007年6月8日

「ヴェネチア通信 岡部昌生inビエンナーレ」第4信

地元市民，街の歴史を再発見

盛況 初のワークショップ(古家昌伸)

北海道新聞

2007年6月8日

近現代の記憶，真摯に問う ベネチアに“二つの広島”

静岡新聞(＊)

2007年6月9日

Scheletri della Corea,le tragiche revine di
 

Hiroshima
 

IL GAZZETTIINO
 

SABATO 9 GIUGNO 2007

ヴェネチア･ビエンナーレ

岡部さん参加 現地できょう開幕

北海道新聞

2007年6月10日

ヴェネチア･ビエンナーレ開幕

北広島･岡部さん作品も

北海道新聞

2007年6月12日

「ヴェネチア通信 岡部昌生inビエンナーレ」第5信

他者とともに希望問い続け

内覧会，そして開幕(古家昌伸)

北海道新聞

2007年6月12日

都市の“表皮”擦りとる

美術家･岡部昌生さん

新潟日報(＊)

2007年6月12日

広島の記憶 擦りとる

美術家 岡部昌生さん

愛媛新聞(＊)

2007年6月13日

都市の皮膚をはがす

美術家 岡部昌生さん

福井新聞(＊)

2007年6月14日

近現代の記憶真摯に問う

ユーレーカ 美の扉が開く時

高知新聞(＊)

2007年6月20日

「被爆石のアート ベネチア･ビエンナーレ報告」上

(守田靖)

歴史写し取る技 高い評価

中國新聞

2007年6月22日

「被爆石のアート ベネチア･ビエンナーレ報告」下

(守田靖)

擦り取り 来館者も体験

中國新聞

2007年6月23日

現代都市の記憶問う

被爆と軍都広島

加害の視点でヒロシマを考える

神戸新聞(＊)

2007年6月23日

近現代の記憶問う

ベネチアに“2つの広島”

美術家の岡部昌生さん

神奈川新聞(＊)

2007年6月23日

近現代の記憶を問う

被爆都市と軍都の“皮膚”表現

長崎新聞(＊)

2007年6月24日

記憶の喪失と再生問う

「ヒロシマ」をテーマに

山形新聞(＊)

2007年6月25日

「欧州現代美術展 上 ベェネチア･ビエンナーレ」

(高野清見)

規模拡大まるで見本市

読売新聞

2007年6月28日

近現代の記憶，真摯に問う

ベネチアに“2つの広島”

山陰中央新報(＊)

2007年6月29日

ヴェネチア･ビエンナーレ･レポート

「季刊G Volume 11」

gallery G運営企画実行委員会

2007年7月1日

ARTNOTE Venetian blinds open
 

ART MONTHLY AUSTRALIA♯201
 

JULY 2007

 

ART&Designe
 

An art trifectai put japanese artiston the
 

international stage
『KIE家庭画報 VOL.16』

KATEIGAHO INTERNATIONAL EDITION
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SUMMER 2007

 

Biennale Venedig
 

Druch Reibung mit einem roten stift sich
 

der Boden auf dem Papier

“Hiroshima 96”

art KUNSTMAGAZIN Nr.6
 

juni 2007

「語りたい 伝えたい ヒロシマ」第2部

ベェネチア･ビエンナレ日本代表の現代美術作家

岡部昌生さん

戦争を未来に問う芸術(冬木晶)

読売新聞

2007年7月4日

記憶を汲みあげる

『INSIGHT VISION』

多摩美術大学情報デザイン学科

2007年7月5日

「三大国際展を歩く 上 ベネチア･ビエンナーレ」

(内田真由美)

日本館の岡部昌生作品 被爆石並ぶ静 な力強さを

東京新聞

2007年7月7日

「第52回ヴェネチア･ビエンナーレ― 報告 上」

(長澤泰子)

垣間見るナショナリズム 国際美術展の意味

週間NY生活

週間NY生活プレス

2007年7月7日

「ベネチア･ビエンナーレ巡遊 上 国別部門」

(三田晴夫)

規模は膨張 衝撃には欠ける

毎日新聞

2007年7月9日

「第52回ヴェネチア･ビエンナーレ― 報告 下」

(長澤泰子)

難しい時代の美術

週間NY生活

2007年7月14日

FUTURE
国際美術展ヴェネチア･ビエンナーレ速報

『TAMABI NEWS 46』

多摩美術大学

2007年7月16日

ベネチア･ビエンナーレで被爆石展示(守田靖)

浮かび上がるヒロシマ

中國新聞

2007年7月17日

「美の惑星直列 欧州3大美術展から(中)」

活況の中，増す存在感 非西洋への流れ(秋山亮太)

朝日新聞

2007年7月19日

よみうり堂「本」

岡部昌生『わたちの過去に，未来はあるのか』

読売新聞

2007年7月22日

被爆都市と軍都の顔

近現代の歴史 真摯に問う

美術家･岡部昌生さん ベネチアに「広島」出品

東奥日報(＊)

2007年7月25日

「ヒロシマの記憶と美学の将来」

金田 晋

『藝術研究 20』

広島藝術学会

2007年7月

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展開幕

『をちこち第18号』

国際交流基金

2007年8月1日

第52回ヴェネチアビエンナーレ開幕(山口裕美)

『MAC POWER VOL.8 NO.8』

NTT出版

2007年8月1日

ヒロシマと美術 かかわり見つめ「歴史」作品に厚み(守

田靖)

広島藝術学会 県立美術館でシンポ

中國新聞

2007年8月4日

「世界に開かれた窓 ヴェネチア･ビエンナーレ」上

“欧州中心”脱却を模索 島まるごとアートの祭典

(古家昌伸)

北海道新聞

2007年8月6日

「世界に開かれた窓 ヴェネチア･ビエンナーレ」中

高いヒロシマへの関心 ワークショップと被爆石

(古家昌伸)

北海道新聞

2007年8月7日

わたしたちの過去に，未来はあるのか



「世界に開かれた窓 ヴェネチア･ビエンナーレ」下

称賛，共感…新たな期待 作家同志交わエール

(古家昌伸)

北海道新聞

2007年8月8日

ヨーロッパ，夏のアート紀行

ヴェネチア･ビエンナーレ

『フィガロジャポン』

阪急コミニュケーションズ

2007年8月20日

ヴェネチア･ビエンナーレ

アドリア海は宝石のように輝き，戦争の傷を癒してくれ

る(嘉籐笑子)

『STUDIO VOICE』

INFASパブリケーションズ

2007年9月1日

MASAO OKABE
 

http://www.itemedition/catalogue/okabe/
index.html

 
item edition

 
2007年9月1日

パリのアトリエモンパルナスで制作(塚本猪一郎)

『版画芸術 No.137』

阿部出版

2007年9月1日

岡部昌生，善光寺，東京，

1992年1月11日

『安斎重男“私･写･録”1970-2006』

国立新美術館

2007年9月5日

広島の軍港駅，ピカソの工房

フロッタージュ300点 ローマで作品展

北海道新聞

2007年9月7日

MASAO OKABE
 

Roma,Istituo Giappone di Culture

(ManUela De Leonardis)

Exbart.com
 

2007年9月7日

MASAO OKABE,quel frottage per copiare
 

il mondo
 

ManUela De Leonardis)
『il manifesto』

2007年9月13日

「国際美術展はいま」上

新興国との融合(長澤泰子)

中日新聞

2007年9月7日

「国際美術展はいま」下

非西洋文化思想 ゼロから学姿勢(長澤泰子)

中日新聞

2007年9月14日

TOKYO ART BEAT
アート･デザインのバイリンガル

わたしたちの過去に，未来はあるのか インタビュー：直

菌

TABlog
 

TOKYO ART BEAT
 

2007年9月14日

経験を繫ぐ

香川檀氏インタビュー「記憶の編目を手繰る」

『図書新聞2837号』

2007年9月15日

ヴェネチア･バーゼル･カッセル･ミュンスター

見てある記 撮りある記(水口水翔)

世界情勢を映す美術界のオリンピック

『月刊美術9 No.384』

サンアート

2007年9月20日

被爆の記憶 擦って継承

ベネチア美術展報告展(守田靖)

中國新聞

2007年9月26日

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ･レポート

港千尋

『Inter Communication No.62』

NTT出版

2007年10月1日

広島から見てきました

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ

『季刊G』

gallery G企画運営委員会

2007年10月1日

究める 第9部 明日へつなぐ

ギャラリスト木村成代さん

アートシーン街に発信 芸術家と社会の懸け橋

(守田靖)

中國新聞

2007年10月5日

文化往来 ベネチアで街の「記憶」を掘り起こす

日本経済新聞

2007年10月8日

ヴェネチア･ビエンナーレ日本館帰国報告

記憶の往還はつづく(小口尚思)

『BT 美術手帖 No.901』

美術出版社

2007年11月1日

現代アートの最前線

史上空前の，アートブームを総括

『pen No.209』

阪急コミュニケーションズ

2007年11月1日

ヴエネチア･ビエンナーレ報告(港千尋)

フロッタージュで都市の感触共有

東京新聞

東京新聞社

2007年11月24日

現代美術における，記憶の表現

加害と被害というスタートライン(アライ＝ヒロユキ)

『千年紀文学』

千年紀文学の会

2007年11月30日

今秋の道内美術動向

個性派作家の競演(吉田豪介)

『21ACT 114号』

札幌時計台ギヤラリー

2007年12月15日

注目の作家 アトリエインタビュー岡部昌生

(秋田真波)

都市の記憶を擦りとる

『版画芸術 No.138』

阿部出版

2007年12月20日

回顧美術 2007中国地方

ヒロシマも活発に発信(守田靖)

中國新聞

2007年12月20日

魚眼図

岡部さん(奥岡茂雄)

北海道新聞

2007年12月28日

投資で過熱する市場

神奈川新聞

2007年12月28日

2007年文化の動向

戦争の記憶 喚起(菅原敦夫)

読売新聞

2007年12月29日

季刊美術10-12月(久米淳之)

北海道新聞

2007年12月29日

ビエンナーレの現在

われわれの過去に未来はあるのか

港千尋インタビュー(聞き手 暮沢剛己／難波祐子)

『ビエンナーレの現在』青弓社

2008年1月15日

都市を現像する

第52回ヴェネチア･ビエンナーレから 港千尋

『UP』

東京大学出版会

2008年2月5日

「美術が想起させたもの」上

ヒロシマ 世界の舞台に(竹澤雄三)

北海道新聞

2008年2月6日

「美術が想起させたもの」中

個人の経験 世界を投影(港千尋)

北海道新聞

2008年2月7日

「美術が想起させたもの」下

人をつなげ歴史を共有(岡部昌生)

北海道新聞

2008年2月8日

echo― 生成する空間の詩学

港千尋

echo― 生成する空間の詩学

ナカヤマアーキテクツ

2008年3月20日

写真とフロッタージュ 岡部昌生×港千尋

記憶を汲みあげる ATTINGENDO MEMORIRE
小室治夫

『PHOTON No.6』

PHOTON
 

2008年4月1日

美術家岡部昌生 創造の源泉

都市の記憶，歴史を擦り取る(古家昌伸)

北海道新聞

2008年5月20日

過去･記憶･アート

ヒロシマ モナムール

『季刊G』

gallery G 企画運営委員会

2008年7月1日

木の教え

港千尋

『岡部昌生「被爆樹に触れて」』

sakiyama works＋masao okabe
 

2008年8月11日

ヒロシマの後の芸術のために

ユジェン･バフチャル

『岡部昌生「被爆樹に触れて」』

sakiyama works＋masao okabe
 

2008年8月11日

「被爆樹」テーマ

フロッタージュ作品展

十勝毎日新聞

十勝毎日新聞社

2008年8月15日

＠展覧会 岡部昌生展

紙や写真に表れる「戦後」(岸桂子)

毎日新聞

2008年8月19日

パレスチナ･ヒロシマ･YASUKUNI･九条

歴史的課題を考える作家たち

声なき命･被爆樹をフロツタージュ 岡部昌生

(山口泰三)

『美術運動史研究会ニュースNo.96』

美術運動史研究会

2008年9月17日

FIX MIX MAX!2現代アートのフロントライン展

個性的試み 各会場で(佐藤孝雄)

北海道新聞

2008年11月17日

道内芸術家の作品知って

きょうから現代アート展(松本悌一)

北海道新聞

2008年11月18日

まなざしを贈る

港千尋

『HIROSHIMA 1958』

インスクリプト

2008年11月22日

現代アートのお祭り

吉田豪介美術の散歩道

読売新聞

読売新聞社

2008年11月27日

創る― creation 辻博之を中心に

辻博之＋岡部昌生＋宮岡秀行

京都･同志社大学寒梅館

2008年11月20日

スタジオ･マラパルテHP
スタジオ･マラパルテ

2009年1月1日

80周年の節目に

北海道新聞

2009年1月21日

［美術ひろしま2007-08］座談会 金田晋 洲濱元子ほか

『美術ひろしま2007-08』

広島市文化財団

2009年2月27日

2009岡部昌生拓繪 生計畫系列活動

http://loseng-frottage2009.blogspot.com/

IDEA TAIWAN
 

2009年3月1日－

拓繪 生家園岡部昌生帯頭做

中國時報(文化新聞朝刊)

中國時報

2009年3月20日

［拓繪 生］連結過去興未来的座談会

關魚記録整理

2009年3月19－22日

動眼不動手視覚独大的文化

張小虹

合報

2009年4月28日

記憶引きよせる「場」の断片

ハンセン病療養所 台湾･楽生院でフロッタージュ

岡部昌生

北海道新聞

2009年5月1日

●映像

岡部昌生アーカイヴス1979-2006
 

DVD－VIDEO

 

Is There a Future for Our Past?
わたしたちの過去に，未来はあるのか

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展

日本館エントランス映像(2007)

DVDR 5分21秒

港千尋

世界の美術祭でヒロシマを

NHK広島 お好みワイドひろしま

2007年7月4日

島田葉子

視点･論点

ヒロシマを擦りとる

NHK ETV 2007年8月6日

ヴェネチアの石

DVD 35分 2007年

港千尋

岡部昌生

ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展日本館

DVD 15分 2007年

島田葉子

美術講演会

港千尋×岡部昌生

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展から

多摩美術大学八王子校舎キャンパスレクチャーホール

2007年6月22日

tamabi.tv

 

ATTINGENDO MEMORIRE
記憶を汲みあげる

ローマ日本文化会館展示映像

DVD 16分9秒 2007年

港千尋

美術講演会

港千尋×岡部昌生

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展から

北海道立近代美術館講堂 2008年3月22日

DVD 2008年

制作：駒井文音 吉川 祐

岡部昌生



ebionim
 

Masao Okabe frottage works
 

studio malaparte
 

DVDR 33分 2008年

宮岡秀行

●受賞

北海道文化奨励賞受賞(2006)

広島文化賞(2007)

●ワークショップのインタビュー

日本館「ヴェネチアのヒロシマ」

ヴェルニサージュのあと 2007年6月8日

撮影･インタビュー：島田葉子

きのこ雲のかたちにフロッタージュした男性―原子爆弾だよ。悲惨な，ばかげたアメリカの仕業だ。

この方法だとどうやるのか，どう描くのかわからなくてもこれは想像してできる。素敵だわ。なぜって，この石は自然の

ままの素材だから，石の上に紙を置いてやるのは素敵。初めてよ。こんな風にするのは。(メガネの女性)

初めはとてもいい感じだなあと思って，特にそこ(作品の世界)にいったような気持ちになれるから気にいったんだ。通り抜

けたあと，作品名を見てすごく気に入った。そしてこの瞬間，周りを歩く人を見たんだ。さっき過ごした瞬間が好きだから

ね。そして子供時代を感じたんだよ。すごく気に入ったね。(黄色のたすきがけの男性)

好きだよ。この空間では作品を見て，作家と同じことをして同じ経験を感じられるからね。実際に僕なりのやり方でやろ

うとしているんだ。(メガネの男性)

すごくよかったわ。思っていたよりもずっと長く過ごせたわ。一つ一つのフロッタージュを見て，説明が多くなかったから，

あのやり方を楽しみながら大きめのを造ったわ。あの方法そのものが表現しているのよね。よく解ってなくても。だから

本当に楽しんだわ。原爆ね。書いてあったわね。フロッタージュの紙に一枚一枚「ヒロシマ」って文字があったから，それ

ですぐに連想したわ。そしてただ，すごく美しいと思ったわ。(金髪の女性)

ずばぬけていいわ。伝えたいことがとても重要だわ。芸術的な価値以外に，ヒロシマの大惨事を記録して，他の人に表

現するために9年も過ごしたってという人間の努力に，価値があると思うわ。彼の保存に対する興味は，物理的には存

在しないけれど，あの悲劇の瞬間の中からの光を描いているんだと思うわ。いつでも単純なのがいいのよ。単純な思想

と単純なコミュニケーションは，抽象的な方法よりもはっきりしているわ。すごいエネルギーよ。(緑の服の女性)

●ベニス･ビエンナーレ―報告会＠Musashi
わたしたちの過去に，未来はあるのか

2007年12月20日

主催：武蔵大学総合研究所

武蔵大学人文学部香川檀研究室

場 の記憶を擦りとる―美術家岡部昌生氏がフロッタージュ技法を使い行なってきた作品制作は，例えばそう言い表

わせるだろうか。街路や壁や床の表面に紙をあててその肌理を摺りだすことで，堆積した時間を痕跡として浮きあがらせ

る。なかでも原爆の都市ヒロシマの旧国鉄「宇品(うじな)」駅プラットホームの縁石を擦りとった1000余枚のフロッター

ジュが，2007年度の国際美術展「ベニス･ビエンナーレ」日本館の出品作となったことは，いまだ記憶に新しい。ビエン

ナーレ閉幕から一ヵ月たった昨年12月20日，同館のコミッショナー港千尋氏(写真家，批評家，多摩美術大学教授)

と岡部氏を武蔵大学に招き，現地での体験を振り返っていただいた。

「会期が終わって，ホッと肩の荷をおろした」という港氏から，「これまで岡部さんに訊きたくても訊けなかった」というい

くつかの質問―それも作品の根幹に関わる問い―が向けられた。その一つが，それまで版画的な技法に拠っていた作家

がフロッタージュに転じたきっかけは何か，というもの。岡部氏によれば高校で安保闘争に加わり大学で美術を始めたと

き，社会とつながる表現として新聞などを使った写真製版を採用したが，ネガ－ポジ－ネガ……という複雑な工程を経な

ければならないので，直接性を捉えるにはあまりに遠い道のりに感じた。悩んだすえ，版をつくるメカニズムを放棄し，

現場に立って身体を使う，場>に直接さわる，というフロッタージュに出会ったという。「写真家はそのネガ－ポジの過程

を我慢してやっている(笑)」と応じつつ港氏がいみじくも指摘するのは，フロッタージュにはそれでも写真的プロセスが潜

んでおり，擦りとる作業は暗室の現像に似ていることである。写真による記録行為との類似と並んで，岡部氏の仕事ぶ

りはどこか民俗学，社会学，考古学の調査にも似ている。ベニスに現地入りして作家が注目したのは，島内に無数にあ

る広場の，今は使われていない井戸だった。調べてみれば，水の都ベニスは歴史的に飲料水の確保が生命線であったた

め，技術の粋を尽くした見事な井戸が多く作られたという。現在は過疎にあえぐ都市ベニスの，往年の繁栄を物語る遺

構にすぎない井戸が，かくして新たなフロッタージュの 版>となる。そして，一緒に擦りとる人や見物人といった周囲との

コミュニケーション，それも予想のつかない偶然の展開が生まれていく。

氏のもう一つの質問は，岡部氏の作品制作プロセスにはつねに 他者>の存在が期待されているのではないか，という

問いである。岡部氏はそれに答えて，人だけではなく，都市，空間，時間，それら作品の成り立ち要因のすべてを 他

者>と名づけ，向き合っているのだという。フロアから「岡部氏の作品には，ミュンスターやカッセルの美術展出品作とは

異質なものを感じて感動した」という声があがり，港氏はその異質性を，氏の作品制作に潜在する 他者性>に照らし，人

が自己の枠組みのなかで他人に共感する シンパシー>ではなく，他者からやってくるものへの応答としての エンパ

シー>なのだと説明された。

じつは私は3年前に岡部さんを，一昨年には港さんをゲスト講師に招いた経緯がある。ベニス･ビエンナーレの企画プ

レゼンがあったのはその直後のこと。不思議な縁で導かれた成り行きを，港氏は「美術における 縁>」と呼んで，岡部氏

の作品制作における偶然性と関連づけてくださった。この報告会も，他者の呼びかけに応答する岡部氏の作品の一部で

はないか。ふとそんな気がした。

香川檀(武蔵大学)「表象文化論学会」ウエブ広報誌「REPRE」 ○C 2008表象文化論学会

●武蔵大学大学院人文学部 「イメージ文化論」(担当：香川檀)

学芸員をめざす学生との対話

「アートと地域社会を結ぶために何が必要か」

2007年12月20日

歴史の記憶をイメージ表現することについて 学生レポートより

イメージ文化論の最後の授業で，岡部昌生さんがぽつりとつぶやいた，あの一言が，ぼんやりと頭の片隅に残り，温

かみを帯びている。

「一人一人が想像することが，平和への架け橋である。」確か，そのような願いを込めた言葉であったように思う。歴史

的な過去の記憶を，言葉で綴るのではなく，自らの手で擦りあげ，かつそこにあったはずの何かを浮上させる。その行

為と，彼の真摯な芸術活動への意識の起源が，あの言葉の裏側に息づいているのは確かである。その平和への意志，

何かを想像し，創造することの意味は，フロッタージュの行為と，痕跡の両方に表れる。私たちは，平和のためにそれ

らの痕跡を，イメージにまで昇華することに，可能性を見出し続けなければならないのだろう。そして，それをどのよう

なメッセージとして記録するか。そうした問題は，常につきまとい，歴史が繰り返す以上，それにまつわる明確な答えは

たぶんない。それでも，この現代社会において，私たちは，記憶をどのように捉え，表現すべきかという必要性に，今，

まさに迫られているように思う。今回は，これについて少しばかり自分の考えを述べてみたい。

考察のはじめに，岡部さんのフロッタージュ制作が，実にさまざまな表現を可能にしている理由を探ってみたい。『わ

たしたちの過去に，未来はあるのか』の中での港さんの解説を簡潔にまとめてみると，

①フロッタージュという行為そのものが，人間が記憶を外部化するにあたって採用した先史時代由来の技術であるため。

②岡部さんのフロッタージュが，自身の個人的な体験の記憶だけでなく，他者との交換，市民との共同作業，公共の場

所における討論といった，非常に幅の広いプロセスをもっているため。

③都市を版として捉え，都市の細部にある記憶を，等身大で視覚化するため

日本館フロッタージュ「ヴェネチアのヒロシマ」

用紙・表紙

ヴェネチア建築大学

東京藝術大学多摩美術大学

武蔵大学 北海道立近代美術館・札幌大谷大学

わたしたちの過去に，未来はあるのか



という3つの柱に分けることができる。①や②については，岡部さんのフロッタージュ活動の根幹であり，この2つを突

き詰めていけばフロッタージュの本質的な魅力を理解できるだろう。しかし，ここで注目したいのは，③の，都市におけ

るフロッタージュの可能性についてである。例えば，ヨーロッパにおけるカウンター･モニュメントが，時として大衆を煽

動し，また時として芸術性の次元で価値観の衝突をもたらしてしまうことは講義でもすでに学んだ事実である。ところが，

このフロッタージュは，対象のありのままを手で擦りあげるため，特定のメッセージが込められることはない。作品を見

る者の主観的なイメージを，ダイレクトに想起させてくれるのである。そして，それらの痕跡(作品)が，後の時代になっ

て，かつての町並みに相応の価値が与えられていたことを，教えてくれるにちがいないのである。何故，相応なのかとい

えば，「フロッタージュは，その方法から必然的に，対照と等しい大きさ」となり，加えて，「ゼロ距離から作られた」作品

だからである。

これは，港さんの文章を読んでいて，ハッと気づいたことであるが，写真や映画，ビデオといった光学系のイメージに

対して，フロッタージュは拓本や版画とともに，非光学系のイメージの一種である。そのため，「光学系のイメージとは

異なり，対象との距離が，ゼロであることがイメージの成立条件」なのだ。なるほど，岡部さんはゼロ距離で対象を捉え

続けてきたからこそ，その対象の内実にある何かを，記憶として残し，はては芸術にまで昇華させてしまうのだろう。物

の価値に優劣をつけることは，真にはできない。つまり，世の中の全ての物は，本当は，そのサイズで，その形で，そ

の色だからこそ，世界に一つしかないと説明がつくものばかりなのである。岡部さんの都市におけるフロッタージュは，

都市全体のものが，そして，その都市にまつわる，かつての記憶そのものが，等しい価値を細部までにめぐらせた「版」

なのである。

しかし，それはヨーロッパの都市においての話である。はたして，私たちは，都市に等しく根付く記憶を，例えば渋谷

や新宿などの都心に，探し求めることができるのであろうか。かつて人間が先史時代から行なってきた痕跡を残す作業。

いわば，ゼロ距離からの記憶を，どうにかして都心に持ち込むことはできないだろうか。藤原新也が手がけた『渋谷』に関

するコラムを，武田徹は，『風の旅人』(vol.19)のなかで書き下ろしている。それによれば，渋谷にたむろする人々，と

くに若者が，渋谷の飽和した情報世界に強く惹かれ，そして，その飽和した空間で，あらゆるものから乖離したがってい

ると述べている。つまり，それだけ渋谷の街は，多大な情報にまつわるストレスを抱え，そしてそれに耐えきれない人々

を抱えこんでいるのである。だとすれば，それをダイレクトに記録するアートがあってもいいのではないだろうか。渋谷

の路上で活動するアーティストたちは，その可能性に気付きはじめているように，私には思えてならない。未来ある，渋

谷の若いアーティストたちに，岡部さんのフロッタージュのことを教えてあげたい。彼らは，それについて，「ゼロ距離か

らのイメージ」について，どう考えるのだろう。そして，想像し，創造することで，平和をかなえようという，岡部さんの

主張を，どう受けとめてくれるだろう。私は，これからの日本の都心で活動するアーティストたちの活躍に，新たな記憶

の可能性を委ねてみたいと思う。

たとえそれが，デジタルなものであったにしても，イメージすることの大切さを説いてくれるのであれば，それだけで

充分，芸術的価値のあるものであると思う。

●早稲田大学文学部

香川檀「ドイツ思想」特別講義

負の歴史をテーマとする現代アート

ポスト･ホロコースト･アートの可能性 “痕跡”をキーワードにして

2007年12月21日

学生感想レポート

今回は，実際にアーティストの岡部さんの貴重なお話を聞けて非常によかったです。お話を聞く前までは，フロッタージュ

は，絵画などと同じで完成されてはじめて人にメッセージ(過去の痕跡)を伝えるものだと考えていたのですが，実際は，

ワークショップや見物している人をも巻き込んだ，「触る」ことによる，進行形のアートとしても，フロッタージュは成立し

ている，ということに驚きました。(ドイツ文学2年)

印象的だったのは，根室の滑走路の足跡です。たしかに被害なり，何らかの意味をもった場所も時間の経過のために「当

時」自体は薄れていってしまい，私たちにとって直線的な意味しか持たない記号になってしまう。しかしそこにあの足跡の

ような，濃密な人間のにおいを感じさせるようなものが加わると，一気に無機的な記号が有機的な記憶になるように感

じました。私はイタリアのファシズム期～第二次大戦期後の芸術にとても興味があるので，講演の最後の方のローマの

お話など本当に聞けてよかったです。。岡部さんのように実際に作品を自ら作り上げている方のお話を聞けることはめっ

たにないので，色々なことを感じることができました。とても魅力的な方だと思いました。(人文3年)

フロッタージュという技法の面白い点は，そこにある痕跡を紙面上に，さらに痕跡として残すということであり，そこはな

かなか興味深いのだが，それによって出来上がる作品自体にはそこまで大きな意味はないのかもしれない。というのは，

必ずしもそのうつしとる対象が明確な意味を持った痕跡を持つものばかりではないからだ。その意味では，作品として成

立するためには先生のおっしゃるように作品への意味付けがなければならないだろうが，むしろこのフロッタージュの大

事な点というのは，美術性を越えた点にあるような気がする。それは，そこの場所の人々がワークショップに共に参加す

ることや，あるいはただ岡部氏に近寄ってくるのでもよいが，そのことによって，そこに何かあったということを彼らに刻

むことにこそ意味があると思うということだ。特に参加の場合，指を伝わる感覚がその刻むということをより強める効果

がある。そこで，作品そのものを展示したりすることには，どの程度の意味を持つことができるのだろうかという点には

少し疑問がある。極論するならば，作業が終わった後には，その紙そのものはもはや必要ではないのではないだろうか。

それが一人歩きして，別の意味を持ちはじめてしまうぐらいならば。(英文学2年)

フロッタージュは，モノの形を擦りとるのと同時に，その場所の歴史や，その場にいた人々の記憶を自分の心に擦りこむ

作業であることがわかった。自分の身体を使うことによって，場所と自分の距離を限りなく近づけることができるのだと

思う。今まで授業で見てきたアート，或いはそれだけに限らず，私が今まで見てきたアートは，芸術家の自己満足に感

じてしまうことがあったり，見る側への“解釈”の圧力を感じてしまうことがあったけれど，今回の作品はそれがなかった。

創る側が，創る過程によって何かを感じたり，学んだりするアートもあるのだなぁと思った。(人文2年)

興味深く聴かせて頂きました。絵を描くという行為はいつでも身体性，運動性を伴うものですが，フロッタージュという

ひたすらこするだけという非常に単純で素朴な，美術の教育を全く受けていない人でも誰でも参加できる作業から，あの

ような印象的な作品が生まれることが面白いと思いました。地元が札幌なので「ちえりあ」の作品は見たことがありまし

た。(文芸2年)

フロッタージュによって痕跡が擦り取られることで，本来はその場に固定されがちな痕跡が外部に解放されて新しい可能

性が与えられている。パリと広島の痕跡が交換されて新しい意味が生み出されているけれども，これもフロッタージュに

よって痕跡が解放されて初めてできたことだと思う。(哲学2年)

ただ写しとるだけの作業に見えて，実際に映像を見ていると，ものすごく迫力にみちている。フロッタージュ，うつし取

るこの技法は，石のざらざらとした質感をも活写することができ，絵画や写真では表現することのできない妙味，そして

歴史との緊密な接触があるのだと思う。シンプルな方法であるがゆえに，小手先のイミテーションがない，力強い表現

性，美術性が感じられる。貴重なお話を聞くことができ，よかった。(文芸2年)

えんぴつと紙というシンプルな素材を使う(＝誰にでもできる)というのが，人類のきずあとを残すためのメディア(と

いったら変か？)として，むいている，と思いました。カラーのオイルチョークを使う特別なイミみたいなのに興味がわき

ました。(演映3年)

記憶を擦りとるということ。出来上がった作品にではなく，この作業をやりつづけることに意味があると思った。忘れては

いけない記憶がある。(ドイツ文学3年)

すりとる場所 場所の固有の意味。写すという行為より，まず触れるという行為の重要性。(ドイツ文学3年)

紙に写しているのはえんぴつではなく，さまざまな思いであり，たいへんに重いものであると感じた。(文芸3年)

小さい頃に道路に紙をおいて鉛筆でこすって型をとる，ということをやったことがあるのを思い出しました。「何かが浮か

びあがってくる」という感覚を得たのを覚えています。一枚の紙をとおして世界をみることで，様々な息づかいを切り取る

ことができる。フロッタージュの奥深さを知りました。(人文3年)

フロッタージュにおいて，それを擦るというその行為や作品を作る過程が大事なのか，それとも出来た作品の方により重

きを置いているのか，どちらですか。膨大な数の作品がありますが，ひとつひとつは全く同じものは出来ないですけど，

それぞれすごく似ている気がしますが，作品一つ一つに違った意味があるんですか。それとも出来た作品は全体として何

か意味があるんですか。(ロシア文学3年)

フロッタージュで写しとられた物が，写真とどう違うかと考えるとやはりその質感にあるのではないかと思った。写真が写

すものは，その対象とさらに別の情報，天気，光，空気などが含まれるが，フロッタージュで写しとられたものは，そう

した点において，その対象そのものから記憶を呼び起こさせるものだと言えるのかもしれない。ただ，ヒロシマ･メモワー

ルで赤い色を使うことが，血や炎を連想させるから反対する人というのは，そもそもこの活動の意味を考えると倒錯して

いるのではないかと感じた。(英文学3年)

講演されていく中で，刻むことがどういった意味をもたらすのかということについて考えました。子供たちに戦争の記憶

はないけれど，紙に浮かび上がった道の姿は肌で年月，そこで起こったことを感じさせる機会になると思いました。(ドイ

ツ文学3年)

想像していたものよりもずっと規模の大きなもので，驚きました。こすってうつしとることで一枚下の跡に触れるというや

り方は，とても興味深いです。まだ少し考えがまとまりませんが，授業でやってきた痕跡ということと併せてじっくりと考

えてみたいです。(ドイツ文学3年)

実際に触れるということがアートにおいての大切さを知った。触れることと「描く」ことは別のことだと思っていたので意

外なつながりに驚いた。(ドイツ文学3年)

道路は，歩道は，壁は，日々人間を見ています。10年前も今も，明日も……。そこから何かしらのメッセージを受け取

り，表現(フロッタージュ)することがこんなにも人に伝えるメッセージ性のある行為だとは思いませんでした。「裏にある

ことばをすり取った」と岡部さんはおっしゃってましたが，過去のことばと，現在のことば(すり取った人のメッセージ)が作

りだす何とも言えぬ雰囲気が私たちに過去･現在あるいは未来を，想起させるのでしょうか。何か懐かしく，痛くてしめつ

けられるような思いがします。写すという誰にでも可能な行為から感じ，生まれるものもあるというのがわかり，貴重な

お話をお伺いできてよかったです。(人文3年)

貴重なお話ありがとうございました。“もうひとつのヒロシマ”とは？，というところが気になる(社会学3年)

フロッタージュといった芸術作品を初めてみました。エンピツと紙で作られるシンプルな芸術で，より直接的に都市のあ

り方を表現していると思います。何か生々しいものを感じました。小さい頃に遊んでコインを写しとったりしましたが，そ

れとは全く違いとてもうったえるものを感じました。フロッタージュはとてもシンプルなもので，一般市民の子供たちもす

ることができることに驚きました。こすった時の感覚が一般市民のなかに残るということは芸術鑑賞の上で変わったタイ

プだと思いますが，身体で芸術を体感できるというのはすごいことだと思いました。(日本文学3年)

3年程ですが，広島に住んでいたことがあります。今年の夏，8年振りに訪れました。平和公園には独特の空気がある

と思いました。夕焼けの空を見ながら，私は今ある平和に感謝せずにはいられませんでした。戦争を体験していない私は

“忘れない”ことすら出来ません。ただ，歴史を知っていくことや人々の思いを感じとることは出来るかなと，と思います。

過ちと言われる戦争を繰り返さないために，感じることは重要だと思います。言葉にならないものの方が圧倒的に人に

迫って来ることもあるからです。平和公園はそこに立っているだけで感じるものがあるし，(写真を通してですが)今日見

せていただいたものからも何か迫って来ました。(人文3年)

幼い頃，屋外でスケッチする際に，コンクリートの地面の上に直接画用紙を敷いて描こうとすると，凹凸が浮き出されて，

煩わしいと思った記憶があります。しかし，今日岡部さんのお話を聞いて，考えが変換されました。邪魔をしているので

はなく，その地に刻まれた記憶がささやかに主張しているのではないか，と。基本的な技法であるけれど，非常に心理的

な側面を映し出せると思いました。(人文3年)

フロッタージュという手法は実際に存在する物質に対して手で触れるので，リアルな感覚を得ることが可能なのだろうと

予想します。対象となる事物に対し，想いをはせるには，恐らく最も効果的なのではないでしょうか。(ドイツ文学2年)

フロッタージュという技法は，痕跡の痕跡をとる作業だと思うのです。痕跡が痕跡として在るというだけ，アーティスト

の歴史観や抽象化の度合いなどが介入できない分，純粋な気がします。岡部さんの作品は，市民，子供たちととりくむ

ワークショップがほとんどですが，そういう点が受動的でなくてすごいと思いました。能動的な行為は，記憶に鮮明に残る

と思います。(人文2年)

原爆ドームの形状はとても印象的ですが，あれも当然ながら，立派なアーカイヴ･アートだったのだなと今更ながらに気

がつきました。フロッタージュに使う画材のことなど，興味深かったです。(日本文学2年)

知ることによって作品が生み出され，知らせる為に作品が在るのだなぁと，つくづく思いました。(心理学2年)

記憶をとりだす作業の難解さ，重要さが感じられました。芸術を通して記憶を取り出し後世に伝えることは，日本の未来

に大きな力を与えると思います。(ドイツ文学2年)

紙という物質を用いて土地の記憶を浮かび上がらせる，という手法は写真や絵画と違い生々しい実感として人々の心に

入って来やすいのではないかと思った。それは他の媒体では表現しきれない凹凸やフロッタージュを行なった人の想いや

実感が現われるからではないかと思った。紙という媒体は私達の身体と同じような意味合いを帯び，目に見えないもの

を浮かび上がらせるのは個々人の「記憶」や気持ちによるものが大きいと思う。今回の講義では写真による作品の紹介

だったが，作品を直に接するとまた見るものに新しい意味を生み出すと思うため，是非作品を観に行きたいと思います。

(ドイツ文学2年)

何かを表現するということは，そこに自分の解釈を付け加えることも同時に意味していると思う。しかし，擦り取ることで

その痕跡を残すという行為は限りなくそれをデフォルメでなく単なる事実として残す行為なのではないかと思った。そう

いう意味で非常に大事な行為だと感じた。(人文2年)

人の記憶はコンピュータと違い，データ的なものではなく，同じ経験をしていたにしても感じ方やその記憶が同じになるこ

とはないと思います。ところが場というのは，歴史の中にあって，しかし何かメッセージ的なものを語ることはありません。

その場に向かって今度は歴史を経験していない人々が身体を使って何かを擦りとろうとすることで，そこに場と人が記憶

をめぐって(その場で起きた出来事を知った上で)無言の対話を成しているように思います。その感覚は作業の後も身体

に残るのだろうと思います。そのことが記憶をつなぐというという意味でどのように働くか予想できませんが，人々が何

かを感じることを可能にするきっかけとして，ワークショップは重要だと感じました。(文芸2年)

岡部昌生



とても面白く，興味深いお話でした。日本人の知らない日本に残る戦争の痕跡が，多くあることを知りました。フロッター

ジュのもつ深みが心の中にぐ～んと響いて離れがたいです。一つの作品を作ることによって生じる様々な障害を乗り越

えるだけの力を秘めているのが凄さだと思いました。(映像4年)

岡部さんが擦りとっているのは，建造物や地面の表面でしかないが，その行為に伴う経験や，その作業現場に残った記

憶をも同時に紙や布に擦りとっているんだろうと思った。作られた作品だけでなく，その作業自体に大きな意味があり，

人々をつなげたり，記憶を呼び起こすきっかけになったりしているのが非常に興味深かった。(人文3年)

岡部さんが地域と連帯しながら作業することで，アートの価値が作品＝完成品から時間の共同性へ拡散しているように

思いました。手を当てる「手当て」が気持ちを伝えるものだという話を聞いたことがありますが，手による作業が記憶の共

有を呼ぶことに興味深く感じられました。(文芸4年)

「写真の交差通信 PHOTON No.6」写真の交差･写真研究誌フォトン 「岡部昌生「都市の／皮膚」のインデックス」CAI02

「岡部昌生×港千尋 記憶を汲みあげる ATTINGENDO MEMORIE」Gallery Q

「Masao Okabe Studio Montparnasse」Item editions
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「岡部昌生 記憶を汲みあげる ATTINGENDO MEMORIE」ローマ日本文化会館

「TAMABI NEWS Number 46 Summer 2007」多摩美術大学

岡部昌生作品集「Masao Okabe:Is There a Future for Our Past?」東京大学出版会

わたしたちの過去に，未来はあるのか
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「都市の／皮膚」のインデックス

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展日本館の展示を中心とした都市の往還は，それぞれの都市に触れ，都市の皮膚を剥ぎとるかのようなフロツタージュの

連続する歩行でもあった。それぞれの都市での作業はひとつのプロジェクトを形成しながら，広がり，深まりかたちをなした。都市のなかに埋め込まれた場の時間

と記憶に触れる膨大な手の作業は，この30年にわたる「都市は巨大な版である」という視点によって擦りだされたその総体と総和である。

第52回ヴェネチア･ビエンナーレ国際美術展日本館エントランス 撮影：吉岡早百合

Is There a Future for Our Past?

わたしたちの過去に，未来はあるのか

広島宇品駅プラツトホームの遺構から採取されたフロッタージュの作品など1,500点とともに，そのマトリックスともいえる4トンものプラットホームの被爆石が日本館の空間を埋

めた。その被爆石を擦りとるワークショップが「ヴェネチアのヒロシマ」として会期中とおして行なわれた。

また，ヴェネチア建築大学の学生や市民，サン･ジュゼッペ小学校の子供たち，盲目の写真家ユージェン･バフチャル氏とのコラボレーションやワークショップなども積極的に行なう

と同時に，市内に点在する今は使われていない広場の古井戸のプロジェクトも進めた。

「水の都市が雨水をあつめ，濾過してつかうためにつくりあげた，知恵の結晶だが，いまは閉じられつかわれていない。石の井戸を擦ると空洞の内部で共鳴が起きる。広場全体に音

がひろがってゆく。眠っている人が目覚めるほどの大きさになる。擦りだされた石のかたちは，紙の上にうつされる。水に映される歴史の顔とはまたちがう，生活の痕跡が，紙に写

される。」(港千尋「イメージが溢れてくる」『記憶を汲みあげる』)

主催：国際交流基金

アーティスト：岡部昌生

コミッショナー：港千尋

アシスタント･コミッショナー：高取秀司 高内利枝

コーディネーター：武藤春美

制作アシスタント：石丸勝三 澤口紗智子 真下紗恵子 今井里江子 港エレン 高橋あい 吉岡裕記 牧口秀樹 江連尚子 加納士朗 内藤瑞穂 Massimo Conca Alessandro Pascolo ほか多数の協力者と協力団体
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日本館のワークショップ「ヴェネチアのヒロシマ」 撮影：高橋あい

日本館のワークショップ「ヴェネチアのヒロシマ」 撮影：高橋あい



サンフランチェスコ･デッラ･ヴィーニャ教会でのワークショップ 撮影：吉岡早百合

サン･ジュゼッペ小学校生徒とサンフランチェスコ･デッラ･ヴィーニャ教会でのワークショップ 撮影：吉岡早百合



ヴェネチア建築大学とのアルセナーレ(旧造船所)でのワークショップ 撮影：港千尋

ヴェネチア建築大学とのアルセナーレ(旧造船所)でのワークショップ 撮影：古家昌伸



ゲットー地区での「ヴェネチアの古井戸プロジェクト」 撮影：港千尋

アルセナーレ地区でのフロツタージュ 撮影：港千尋



アカデミアの広場での「ヴェネチアの古井戸プロジェクト」 撮影：港千尋

「ヴェネチアの古井戸プロジェクト」 撮影：港千尋
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カンポ･ディ･フィオーリ 撮影：澤口紗智子

旧市街にあるカンポ･ディ･フィオーリ(花の野広場)はローマのもっとも魅力ある街の姿があって好きだ。18年前，野菜やくだもの，花売る朝市の元気のいいおばさんたちの声にはげ

まされ，ここで仕事をしたことを思い起こさせた。広場のまんなかにたつブルーノ･ジョルダーノ像のまん前の黒い舗石を擦りだしたことに想い重ね，いく枚かの「ローマの皮膚」を

捲るようにとりだした。紙の直下の感触が，この古代からの都市がひとつひとつ手で石を積み，ひとつひとつ手で埋め込み構築されたことが変わらずあることに感慨をもった。

そこからほど近いゲットー地区の細い路地が交差するかつてのユダヤ広場。1591年，ジャコモ･デッラ･ボルタが造った大きな噴水は，1930年に隣の広場に移され，通りも広場の名

前も失った。その場には，噴水の基盤を形づくる円形のかたちが舗石で組まれ多くの往来に磨耗して黒く光って在る。ローマ滞在のほとんどをここにたち，大きな円形の形を擦りとっ

た。界隈の人たちが作業を取り囲み，声をかけ、時にワインや水をさしいれ振る舞い，当時の古い噴水の銅版画のコピーをくれた。私の美術の現場が，街と人と歴史をつなげ，記憶

を想起させ，それぞれに刻む時間となった。
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STUDIO MONTPARNASSE,idem 撮影：港千尋

目覚め

港 千尋

誰かが気を失って倒れたとき，わたしたちは反射的にその人の身体に手をやり，擦るだろう。失われた意識は，手と皮膚のあいだに復活すると信じながら。

静まり返った夜中に，ぐっすりと眠っている人を起こすときも，そっと揺すってみるだろう。そうして夢の時から戻ってくるのを待つだろう。

その手に一本の木の枝が握られていたら，震える葉がざわざわという音を立てて，虫や鳥を驚かせるだろう。その振動はさざなみのように，小屋のなかを満たしてゆく。その振動す

る木の枝は，テントのなかでは金属の鐘や鈴にとってかわられることもある。太古の昔から世界各地のシャーマンはそうやって，眷族たちを呼び集め，はるかな旅へと向かう。

その手に一本の鉛筆が握られていたら，繰り返される動作は線の往復を描き，やがてそれが面となって身体の表面を覆うだろう。反復する鉛筆の運動は，見えない状況を表面へ浮か

び上がらせる。徴候が現れる。隠れている古代の遺跡の航空写真。

岡部昌生が擦りだしたのは，百年にわたって多くの芸術家たちが往来した，アトリエの床であり壁である。あらゆる色のインクとさまざまな声が吸い込まれている床が，腕のストロー

クによって，覚醒する。

黒い蛇が残す皮。

今>の考古学。

あるいは無意識の地震計。



STUDIO MONTPARNASSE,idem 撮影：大津明子



etem edition.Parisでの「MASAO OKABE:STUDIO MONTPARNASSE」個展 撮影：港千尋

idemの職人さん 撮影：大津明子
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光
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を
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擦
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れ
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ち
と
そ
こ
に
あ
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た
植
物
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見
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。
反
対
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ら
，
光
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見
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を
み
る
。
山
の
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半
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そ
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。
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ぐ
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ヒ
ロ
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広
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，
と
思
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た
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流
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感
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以
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，
原
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だ
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こ
の
街
は
瞬
く
間
に
開
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，
急
速
に
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代
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
が
，
と
く
に
戦
後
の
高
層
ビ
ル
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
と
と
も
に
幾
筋
も
の
小
さ
な
川
が
暗
渠
に
な
り
，
ま
た
多
く
の
地
下
水
脈
が
断
ち
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れ
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た

の
だ
。
岡
部
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生
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函
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擦
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取
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闇
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な
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縦
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走
る
水
脈
の
音
ま
で
が
封
じ
込
め
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れ
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い
る
に
ち
が
い
な
い
。
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藤
友
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都
市
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皮
膚
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デ
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」)
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「Is There a Future for Our Past?」(JR Tower ArtBOX) 撮影：小室治夫 「Is There a Future for Our Past?」(CAI02) 撮影：竹田真一郎

後記

たしかに，「特別な年」の「特別なヴェネチア」だったと実感した。ジャルディーニに降り注ぐ初夏の陽光が，木々の緑を瑞々しく見せていた。その樹のしたを多くの

観衆が祝祭の高揚した気分でくぐり抜ける光景は，やはり100年以上の歴史を重ね，世界遺産の壮麗な都市のなかで，国別参加で金獅子賞をきそうという一大観光

事業として巨大な国際現代美術展を仕掛け展開する，大きなステージだと思わせた。これに「ドクメンタ12」「ミュンスター彫刻プロジェクト」が重なり，「アートバー

ゼル」が連なってこれを巡るグラン･ツァーがヨーロッパを「美の惑星直列現象」の特別な年として印象づけた。

「わたしたちの過去に，未来はあるのか」。アーティスト港千尋がコミッショナーとなった今回のこの共同作業は、幸運な出会いと展開だった。「物質と記憶」をテー

マの中心に据えた展覧会の組み立て，展示やワークショップが「記憶･痕跡」というひとつの軸にそいながら展開していった。ヴェネチアの市民や学生，子どもたち，

「ヴェネチアのヒロシマ」を手に感触して持ち帰った多くの人たち。盲目の写真家ユジェン･バフチャルや映像作家ビル･ヴィオラ，パリidemのパトリス･フォレスト

との交流。私の美術が，ヒトと街を結ぶように，このビエンナーレ経験は私にとって「特別な」ものとなり，「ヴェネチア以後」の時間にもつながっていく。この記録

の記述をそこまで広げ綴った。

わたしたちが，この都市の深部に分け入り美術の作業をするにあたり，ヴェネチア建築大学で記号学や都市のデザインや建築全般にわたる研究に参加するフラン

チェスコ･アルヴィーゼ研究室から，多くの示唆を受けたことはさまざまな意味において意義深かった。主題のヒロシマの広島が，ヴェネチアとともに内海に位置

する交易都市であり軍都でもあったこと。ウジナがビエンナーレと同じく近代の先駆けとしての歴史を数字で刻み，わたしたちの「記憶と痕跡」の主題が，記憶を持

つことができなくなった世界遺産都市の「日本館」内外で展覧会やワークショップで実践されたこと。「ヒトと都市」，「ヒトとヒト」だけではなく「都市と都市」のこと

がらも浮彫りされ，「過去の現在」を意識させられた。後日，アルヴィーゼさんは都市論についての論文に，このわたしたちのヴェネチアでの美術について記述した

いと申しでた。どのような眼ざしで捉えられたのか，興味深く楽しみにしている。

美術は，発したことばを受けとめるヒトがいてこそ表現となり，力となる。その感動をヴェネチア･ビエンナーレのおおきなステージで実感した。競うことではな

く，価値を生みだす美術の力と手応えと共感，その人間の素晴らしさを受けとった。

札幌大谷大学と理解を示し活動させてくれた多くの人たちに感謝したい。これまで長く支えてくれたサポーターはじめ，多くの地の沢山の層の人々にも同じ気持ち

を伝えたい。ここに綴られた膨大な記録と記述は，私の「解体･新書」ともいえるもので，これをテキストとしてまた，美術を探求する旅にしようと思う。


